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満

州
事
変
以

後
の

三

井
財
閥
系
企
業
の

企

業
金

融

満
州
事
変
後
三

井
財
閥
系
企
業
の

企
業
金

融
は

大

き

く

変
り

始

め

戦
後
の

外
部
資
金

依
存
型

企
業
金

融
の

出
発

点

と

な
る

｡

周

知
の

よ

う
に

財
閥
は

､

財
閥

本
社

を

頂
点
と

し
た

封
鎖
的

､

同

族
的
な

株
式
所
有
を

特
徴
と

す

る

と

共
に

､

豊

富
な

内

部
留
保

に

よ
っ

て
､

上

り

わ

け
一

九
二

〇
年
代
に

は
､

い

ち
じ

る

し

く

自

(

1
)

己

金

融
的
な

蓄
積
を

行
っ

て

い

た
｡

そ

れ

は
､

ド

イ

ツ

の

独

占

体

に

典
型

的
に

み

ら
れ

る

よ

う

な
､

銀

行
と

麿
合
し
つ

つ
､

資
本

市

場
か

ら

鬼

大
な

社

会
的

資
金

を

働
員

､

利
用

す

る

蓄
積
形

態
L

は

き

わ

め

て

対

照
的
で

あ

っ

た
｡

し

か

し
､

満
州

事
変
以

後
に

な

る

と

財
閥
も

本
椿
的
な
重

化
学
工

業
化
の

た

め
に

巨

額
の

資
金
が

必

要
と

な

り
､

財
閥
外

部
の

資
金

動
員
が

不

可
避

と

な
る

｡

本

稿
で

は
､

こ

の

満
州
事
変
以

後
に

お

け

る

財
閥
系
企

業
の

企

業
金
融
を

分

析
す
る

｡

そ

の

際
日

本
の

重

化

学
ユ

業
化
が

国

債
の

大

量
発

行

と

軍
事
費
の

散
布

､

そ

し
て

戦
時
的
経

済

統
制
の

下
で

行

な

わ

れ

た

こ

と

が
､

財
閥
企
業
の

金

融
に

ど
の

よ

う

な

特

徴
を

附
与

し
た

の

か

ま
た

､

.
そ

の

中
で

財
閥
を

特
徴
づ

け

て

い
･

た

金

融
的
結
合
の

形

態
は

､

ど

う

変
っ

た

か

を

考
察
し

､

当

該
期
の

財
閥
の

蓄
積
構

造

の
一

端
を

明
ら

か

に

し

た
い

｡

な
お

本

来
社
会
的
資
金
の

大
量
動
員
に

ほ

不

通
七
日

本
の

金

融

構
造
の

歴
史

的

特
質

1
す
な

わ

ち

独

溝
的

都
市
大

銀

行
と

地

方

銀

行
と

は

取

引

先
や

利
率
も

異
な

り

都
市

銀
行
に

よ

る

地

方

銀
行

の

系
列
化
や

合

併
も

あ

ま

り

進
ま

ず
臭
っ

た

金

融
圏

を

形

成
し

､

都
市
銀
行
に

社
会
的
資
金
が

一

元
的
に

集
中
し

う
る

機
構
は

成
立

(

2
)

し
て

い

な

か
っ

た

こ

と
､

あ

る

い

ほ

野
本

市
場
が

充

分

な

発
達
を

乃

パ

J
､

妹

∴

∵

碑
ヤ

/

中

退

1

ザ
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k
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恥
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野

ユ
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磨

せ

址
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イ
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+

軒

遂
げ

て

い

な
か

っ

た

こ

と

等

-
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

重

化
学
工

業
段
階
の

金

融
が

い

か

に

し

て

可

能
と

な
っ

た

か

も

併
せ

て

考
え

た

い
｡

対

象
と

す

る

時
期
は

､

満
州
事
変
以

後
､

一

九

四
二

年
頃
ま
で

と

し
､

対

象
企

業
は
｢

三

井
財
閥
の

本
社
た

る

三

井
合
名
と

､

一

九
三

四

年
時
点
で

公

称
資
本

金
一

五

〇

〇
万

円

以

上
の

代
表
的

な

(

3
)

直
系
会
社

､

傍
系
会

社
､

直

系
子

会
社
と

す
る

｡

丁
･

ユ
ニ

節
で

は

そ

れ

ぞ

れ
三

井
合
名

､

三

井
物
産

､

三

井
銀

行
と
い

う
､

三

井
財

閥
の

中
で

も
､

む

し
ろ

同
系
企
業
に

対

し
て

資
金
を

供
給
す
る

側

の

企
業
を

扱
い

､

四
で

は
､

そ

の

他
の

三

井
財
閥
系
企
業
庖

概
観

す
る

｡

一

三

井
合
名
の

資
金

調

達
と

投
資

三

井
合
名
は

一

九
〇

九
年
に

､

資
本

金
五

〇

〇

〇

万

円
で

三

井

一

一

家
の

全

額
出
資
に

よ

り

設
立
さ

れ

た

特

殊
会
社
で

あ

り
､

以

後
三

井
財
閥
の

中
枢
と

し
て

機
能
七
た

｡

同

社
ほ

直
系
周

社

(

三

井
銀

行
､

三

井
物
産

､

三

井
鉱
山

､

東
神
倉
庫
)

の

株
を

一

〇

〇

%

握
り

､

傍
系
会
社
の

芝
浦
製
作
所

､

王

子

製
紙
や

そ

の

他

多
数

の

会
社
に

投
資
を

行
っ

た

が
､

そ
の

収
入

渡
は

特
別

な

時
期
を

除

く

と

約
八

剖
が

所
有
株
式
か

ら
の

配
当

に

よ

る

も

の

で

あ
っ

た
｡

同

社
は

三

井
系
企

業
か

ら

吸

収
し

た

配
当

金
で

同

系
企

業
に

投
資
.

や

資
金

融
通

を

行
い

､

あ

る

い

ほ

直
系
企

業
の

要

請
に

も

と
づ

い

て

新
た

な

事
業
に

投

資
を

拡

大
し

た
｡

｢

傘
下

諸

事
業
の

余

裕

資

(

4
)

金
を

集
中
し

､

必

要
な

部
面
に

再
投

資
+

す
る

機

能
を

果
た

し
て

い

た

の

で

あ

る
｡

資
本

構
成
に

お

い

て
､

借
入

金
は

ぜ

ロ

か

数
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

り
､

資
本
金
と

積
立
金
そ

の

他
内

部
資
金

が

九

〇

数
パ

ー

セ

ン

ト

(

5
)

を

占
め
て

い

た
｡

と

こ

ろ
が

､

一

九
三

〇

年
代
に

な
る

と

合
名
の

投
資
ほ

急

増
し

､

従

来
の

傘
下

企

業
の

配

当
金

を

集
中
し

､

再
投

資
す
る

自
己

金
融
の

構
造
ほ

崩
れ

始
め
る
｡

以

下
､

一

九
三

〇

年

代
の

合
名
の

投
資
話

動
と

そ

の

資
金

調

達
を

み

る
｡

三

井
合
名
の

株
式

所

有
高
は

､

三

〇

年
代
に

は

約
六

〇

〇

万

円

増
加
し

(

一

九
二

〇

年
代
に

は

二

〇

〇

〇

万

円

の

増

加
)

､

三

〇

年
代

末
に

は

総
額
約
三

億
四

四

〇
〇

万

円
に

な
っ

た
｡

三

〇

年
代

に

行
な
わ

れ

た

投
資
の

最
大
の

も
の

は
､

■
三

井
鉱
山
に

対

す
る

も

の

で

あ

り
､

三

井
物
産
へ

の

投
資
を

合
わ

せ

る

と
､

こ

の

直
系
二

(

6
)

社
へ

の

払

込
が

七
一

%

を

占
め
る
｡

三

井
鉱
山

は
一

九
三

〇

年
代

に

入

る

や

石

炭
化

学
コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

と

し

て

経

営
を

拡
大
し

､

三

八

年
に

ほ

資
本
金
を
二

億
円
に

増

資
し
た

｡

三

井
物

産
も

一

九

三

七

年
に

は
一

億
円
か

ら
一

億
五

〇

〇

〇

万

円
に

増
資
さ

れ

た
｡

こ

乃
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鐘
紡
や

王

子

製
紙
等
の

傍
系
会
社
の

増
資
が

活

発
と

な
っ

指

た
一

九
三

三

年
､

三

四

年
に

は

傍
系
会

社

株
の

売
却
処
分

を

始
め
た

の

で

為

る
｡

こ

れ

ら
の

株
式
売
却
に

よ

り

増
資

払
込
な

ど
の

新
た

な

資
金

需
要
を

極
力

切

り

捨
て

､

同

時

に

売
却
益
に

よ
っ

て

直
系
会
社
へ

の

払

込
等
の

必

要
不

可

欠
の

資
金
を

確
保

す
る

た

め
で

あ
っ

■
た

｡

三

六

年
以

降
に

な

る

と

毎
年
保
有
株
の

売
却
を

行
い

､

四

〇

年
ま
で

に

売

却
し

た

株
は

一

億
二

二

九

万

円
の

巨

額
に

の

ぼ
っ

た
｡

売

却
株
式
は

主
と

し

て

傍
系
お

よ

び

直
系
子

会

社

株
で

あ
っ

た
が

､

三

七

年
に

は

東
神
倉
庫

､

三

九

年
に

は

三

井
鉱
山

と
い

う

直
系
会

社

株
を

手

放
す
に

い

た

る
｡

の

た

め

両

社

株
を
一

〇

〇

%

所

有
し

て

い

る

合
名
ほ

巨

額
の

払

込

が

必

要
と

な
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

ま

た

傍
系
各
社
も

一

九
三

〇

年

代

早
々

に

巨

額
の

増
資
を

行
っ

た

た

聖
二

井
合

名
は

所
有
傍
系
会

社

株
を

か

な

り

売

却
し

て

も
､

な

お

多
額
の

増
資
払

込

賃
金
が

必

要
と

な
っ

た
｡

一

九
三

〇
年
代

末
に

は

満
州

､

中
国

関
係
会
社
に

対

す
る

投
資
も

増
大

す
る

｡

で

は
､

こ

う
し

た

投
資
資
金
は

い

か

に

し
て

調

達
さ

れ
.
た

か
｡

第
一

義
で

合
名
の

収
支
内

訳
を

み

る

と
三

三

年
以

降
ほ

､

株
式

売
却
益
の

占
め

る

比

重

が

か

な
り

大
き

な

も
の

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

う

し

た

株
の

売
却

先
は

､

生

保

団

(

昭

和
､

愛
国

､

千

代

田
､

安

田
､

帝

国
､

第
一

の

各
生

命
保

険
会

社
)

､

三

井
生

命
､

三

井

信
託

､

三

井
物
産

､

三

井
鉱
山
が

中
心
で

あ
っ

た
｡

こ

の

う
ち
の

生

保
団

は

三

井
財
閥
外
の

売
却
先

と

し
て

注
目
さ

れ

る

が
､

合
名

の

売
却

株
の

み

な

ら

ず
､

同

年
物
産
が

東
洋
レ

ー

ヨ

ン

株
を

売

却

し

た

さ

い

に

も
一

括
し
て

引

受
け
て

お

り
､

そ

の

活

発
な

資
本
市

場
､へ

の

進
出
は

注
目

に

価
す
る

｡

ち
な

み

に
､

生

保

会
社
の

運
転

資
金
は

､

三
一

年
の
一

六

億
五

四

℃

○

万

円
か

ら
三

六

年
に

は

二

六

億
二

二

〇
〇

万

円
に

な

り
､

有
価
証
券

投
資
額
も

同
時

期
に

倍

J

ケ

∵
止

甘
吋

∵

け

争

㌣

叩

転

.
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ト
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(

7
)

増
し

一

六

億
円

以

上
に

な
っ

て

い

る
｡

財
閥
の

社

会

的

資
金

動
員

の

ル

ー

ト

の
一

つ

は
､

土

の

よ

う
に

満
州
事

変
後

､

急
速
に

資
金

力
を

拡

張
し
て

き
た

生

保

会
社

を

媒
介
と
し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

売
却
株
の

抹
数
に
.
し

て

七

〇

%

以

上
が

三

井
直
系
会

(

8
)

社
や

､

三

井
一

一

家
､

三

井
部
内

関
係
者
に

売

却
さ

れ

て

お

り
､

合
名
の

株
式

売
却

は

社

会
的

資
金
の

動
員
の

み

な

ら

ず
､

三

井
財

閥
の

株

式
保
有
の

構
造

を

変
え

る

意

義
も

も
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
｡

一

合
名
の

収
入
に

お

い

て
､

三

八

年
以

後
は

借
入

金

も

ま

た

恒
常

化
し

､

三

八

年
九

月

か

ら

四

〇

年
三

月

ま
で

の
一

年
半
だ

け
で

も

九

九

〇

〇

万
円
の

借
入

を

行
っ

た
｡

こ

う

し
て

､

財
閥
本

社
た

る

三

井
合
名
の

従

来
の

蓄
積
形

態
､

す
な

わ

ち

内

部
留
保

､

も

し

く

は

合
名
社

員
(

三

井

二
家
)

か

ら
の

増
質
払
込
に

よ

り

資
金

調

達
を

行
う
と
い

う
蓄
積
形
態
は

一

九
三

〇

年
代
に

は

崩
れ

､

財
閥

の

金

融
的

結
合
形
態
も
ま

た

ゆ

ら

ぎ

始
め
る

｡

二

三

井
物
産
の

動
向

a

投
資
活
動
と

そ
の

資
金

調
達

三

井
物
産
ほ

､

一

九
四

〇

年
八

月
に

は
､

三

井
合
名

と

合
併
し

､

合
名
の

抹
式

ほ

金

融
機
関
の

株
式

を

除
い

て

同

社
に

引
き

雑
が

れ
､

三

井
財
閥
の

本

社
の

役
割
を

､

形

式
的
に

ほ

同

社
が

果
た

す
こ

と

と

な
る

｡

同

社
は

す
で

に
一

九
二

〇

年
代
に

は
､

新
た

な

投

資
が

停
滞
し
て

い

た

合

名
を

し
の

い

で

積
極

的
な

投
資
活

動
を

行
い

､

三

井
財
周
の

外

延

的

拡
大
に

主

導
的

役
割
を

果
た

し
､

三

〇

年
代

に

は

合

名
の

売

却

抹
も

多
額
に

引

受
け
た

｡

合
名
を

物
産
に

合
併

さ

せ

た

理

由
は

､

本

社
が

合
名

組
織
で

は

社

債
発
行
力
が

な
い

等

資
金

調

達
に

支

障
を

き

た

し
､

ま

た

税
法
上
二

重

課

税
さ

れ
､

不

利
で

も

あ
る

た

め

に

株
式

会
社

化
を

は

か

る

と
さ

れ

た
｡

本
項
で

ほ

合
名
と

の

合
併
以

前
の

時

期
も

含
め

て

の

物
産
の

投

資
活
動
と

そ

の

資
金

調

達
に

ふ

れ

て

お

こ

う
｡

物
産
の

有
価
証

券

保
有
高
は

､

三

四

年
以

降
､

と

く

に

三

七

年
以

降
に

増
加
し

､

合

名
と

合

併
以

後
は

四

億
四

四
一

六

万

円
の

巨

額
と

な

る
｡

第
三

表

に

よ

り
､

各
年
度
の

投
資
純
増
額
を

み

る

と
､

三

七

年
以

後
は

､

新
規
投

資
が

増
加
し

て

い

る

が
､

こ

れ

は

満
州

､

中

国

等
ア

ジ

ア

に

対

す
る

投
資
の

急

増
に

負
う

と

こ

ろ
が

大
き
い

｡

三

六
､

三

八
､

三

九

年
は

､

新
規
会
社

投
資
だ

け

を

と

る

と
､

そ

の

五

〇

%

以
上

(

9
)

が

対
ア

ジ

ア
ヘ

の

投

資
で

あ
る

｡

一

九

四

〇

年
代
に

入

る

と

物
産

の

活
動
の

主

要
部
分

は

ア

ジ

ア

に

移
り

占

領
地

､

植
民
地

で

の

塩

穀
や

戦
略
物
資
の

収

買
や

配
給
に

､

活

動
の

中

心
が

移
っ

て

い

く

が
､

三

〇

年
代
後
半
の

､

対
ア

ジ

ア

投
資
の

急

増
は

､

こ

う
し

た

乃



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第 一

号
■
( 76 )

第2 表 三 井 物 産

資 本 及 負 債‾ 自 国
己 ‾定

資 此

本 率･
此

率

畳碧嘉慧慧
り

歪岩 沼 莞詔雷雲孟宗 詣蓋葦整雷
金 金 金 金 宝

1 0 0 6 4 19 5 3 8 2 1 1 1 8 6 9 2 3 4 4 6 0
1 0 0 6 3 1 9 6 5 0 2 0 8 7 7 1 9 2 0 4 5 61

10 0 6 4 1 6 1 7 8 3 1 3 6 2 6 1 7 3 6 5 7

1 0 0 6 9 1 8 6 88 2 4 4 1 2 0 3 2 2 2 3 6 6 1

1 0 0 7 3 2 0 7 9 7 35 3 1 2 2 3 8 2 6 3 8 6 6

1 0 0 7 5 2 1 1 9 1 0 2 3 2 3 1 32 3 6 2 7 3 4 7 0

1 1 2 7 7 3 6 4 9 1 3 4 5 9 1 3 1 7 0 4 4 4 6 2 7 7 6

1 2 2 7 7 3 1 4 8 1 45 7 8 1 2 1 5 6 4 0 3 4 2 9 8 3

1 2 2 7 0 2 8 3 1 0 2 0 3 1 0 2 6 1 6 4 5 1 3 0 2 4 10 1

2 6 8 1 7 2 6 9 1 4 2 0 3 3 4 1 8 3 5 3 0 2 79 6 2 3 2 1 0 7

2 6 8 1 9 2
｢

3 6 15 2 8 3 7 5 3 25 5 2 0 6 2 8 78 3 3 1 1 6

2 6 8 2 1 5 4 2 17 2 6 4 1 4 4 5 8 3 1 92 2 0 7 9 3 0 1 2 4

2 6 8 2 2 4 3 7 1 7 1 9 5 6 2 7 1 0 4 9 21 8 2 6 7 5 2 4 1 1 0

四

〇

年
代
の

物
産
の

活

動
を

準
備
す
る

も
の

で

あ
っ

た
り

そ

の

他

新

規
投
資
の

多
く
の

も
の

が
､

統
制
会
社

､

共

販

会

社
､

国

策
会
社

等
の

経

済
統
制
に

か

か

わ

る

会
社
か

､

あ

る

い

ほ

重
工

業
会
社
に

対

す

る

も
の

で

あ

る
｡

重
工

業
会
社
に

対

七

て

は

物
産
ほ

､

三

三

年
か

ら
二
一

七

年
ま
で

の

五

年
間
だ

け
で

も

ゥ

シ

オ

製
作
所

､

萱
場
製
作
所

､

昭

和
飛

行

機
等

一

〇

指
に

余

る

会
社
に

投

資
あ

る

い

は

融

資
を

行
っ

て

い

る
｡

三

井
合
名
と

合

併
後
は

､

三

井
船
舶
(

資
本

金
五

〇
〇

〇
万

円
)

を

設
立

し
､

宝

達
船
所
を

三

井
造

船
に

改

称

(

資
本

金

を

一

〇
〇

〇
万

円

か

ら
三

〇

〇

〇
万

円
に
)

し
､

東
洋
ア

ル
､
｢

､

と

西

鮮
化

学
を

合

併
し
三

井
精
機
工

業
と

改
称

､

あ

る

い

は

昭

和

飛

行
機
を

倍
額
増
資
し

､

そ

の

増
資
分
を

全

部
引

受
け
る

等
､

活

発
に

重
工

業
会
社
の

新
設

､

改

魁
を

行
っ

た
｡

ま
た

東
芝
や

日

本

製
鋼
所

､

大
日

本
セ

ル

ロ

イ

ド
､

電
気
化

学
等
従

来
の

系

列

会

社
へ

の

払
込
を

担
い

､

東
洋
レ

ー

ヨ

ン

や

東
洋
精
機
へ

も

(

1 0
)

一

件
あ

た

り
か

な
り

多
額
の

出

資
を

行
う

｡

物
産
が

本
社
の

役
割
を

果
た

す
の

ほ

四

〇

年
九

月
か

ら
四

四

年
三

月

ま
で

の

三

年
半
で

あ
っ

た

が
､

こ

秒

間
に

物
産
の

投
資

会
社
の

抹
式
払

込

額
は

､

四

二
じ

三

億

円
か

ら
七

･

三

二

億
円

へ

と

三
･

二

九

億
円

増
加
し

た
の

で

あ
っ

た
｡

76̀

卜

J

ふ

∵
山

叩
叫

∴
1

卵

油

げ

`

h

転

★

筆

㌧

ド

ア

ナ

〆

塩

山
r
.

斗

㌻

J

軌

l

叫



も

ヰ

∵

鞍
γ

も

∵
叫

J

.
ず

J

､

潮

`
〝

｢

.も

d
l
..
∴
L

で
㌧

.
類

｡

け

軒

(単位 1 0 0 万円)

( 77 ) 滞洲 事変以 後の 三 井財閥系企業 の 企業金融

貸 借 対 照 表

資 産

塞割
合 計

3 8 0

∠
U

9

n

O

ヰ

2

∠
←

′

0

4

1

7

9

9

8

5

8

2

4

2

2

′

0

0

3

1

〈

古

3

4

4

5

5
-

7

7

8

.

〇

5

】7

1

1

1

1

2

債
勘

建

権

定

阻

照

取

対
達

替
定

夫

為
勘

9

4

8

8

7

6

9

5

8

8

9

5

2

6

4

9

7

6

7

4

9

8

S

2

4

3

1

1

1

5

9

9

9

1

0

2

∠
U

3

5

7

1

5

.

2

2

1

2

3

3

1

4

6

9

0

3

0

1

1

2

9

1 9

2 6

3 2

娼

3 6

4 4

49

7 1

7 9

2 8

2 0

2 6

受取

手 形勘定勘定 勘 定
固定 有 価 商声 道 船 業 取 引先

資産 証券
虔

1 9 8 3 4

1 1 0 9 3 2

1 5 1 1 4 29

48 1 2 7 2 4

5 2 一･ 1 5 3 28

5 9 1 7 9 ･ 2 6

8 5 2 2 0 3 9

2 7 8 3 6

3 7 2 3 1

5 0 2 3 9

4 7 7 3 1

5 5 4 1 9

6 4 3 5 8

4 4

5 0

7 4

8 8

8 6

6 1

1 2 3

2 7

3 9 6 0

4 0 5 9

3 7 5 5

3 6 6 6

40
7 3

8 2

1 2 4

1 47

1 79 3 6

4 4 4 1 7 3

5 3 8 17 4

6 1 6 1 8 7

42

5 3

4 4

4 5

7 8

5 0

4 4

1 9 3 1 .1 0

1 93 2 .1 0

1 93 3 .
1 0

1 9 3 4 .
1 0

1 9 35 .1 0

1 9 3 6 .9

1 9 3 7 .9

1 9 3 8 .9

1 9 3 9 .9

19 4 0
.
9

1 9 4 1 .9

1 9 4 2 .9

1 9 4 3 ･9
7 0

7 9 5 2 9 8

≡ 井物産 『貸借対鼎表』 よ り作成 ｡

た

だ

し
､

物
産
の

投
資
を

稔
体

と

七
て

み

る

と

き

本

社
と

し

て

の

投
資
よ

り

も

物
産
の

商
事
業
務
と

の

関
連
で

の

投
資
と
い

う
傾
向
が

つ

よ

く
､

物
産
自
身
が

三

〇

年
代
か

ら

四

〇

年
代

に

か

け
て

ほ

か

な

り

大

幅
な

営
業
上
の

転

換
を

迫
ら

れ

て

い

た

こ

と

か
.
ら

､

投
資
の

動
向
も

そ

れ

に

規
制
さ

れ

ざ

る

を

え

ず
､

本

社
と

し
て

十

分
に

そ

の

機
能
を

果
た

し

え
た

か

ど

う
か

は

疑
問

の

残

る

と
.こ

ろ
で

あ

る
｡

つ

ぎ
に

物

産
の

資
金
調

達
に

つ

い

て

明
ら

か

に

す
る

が
､

ま

ず
そ

の
一

助

と

し
て

固
定
比

率
(

固
定

資
産
/
自
己

資
本

､

な

お

物

産
の

場
合

､

有

価
証

券
の

九
剖

以

上

が

子

会
社

等
に

対

す

る

長
期
の

株
式

投
資
で

あ

る

た

め
､

有

価
証
券
も

固
定

資
産
に

合
算
し

た
)

を

み

る

と

(

第
二

表
参
照
)

､

三

三

年
に

は

五

七

と

最
低
に

な

る

が
､

そ

の

後
急
速
に

上

昇
し

､

資
金

の

固
定
化

が

進

行
し
た

｡

こ

れ

に

対

処
し
て

物
産
は

一

九
三

七

年
に

は

資

本
金
を

一

億
円
か

ら
一

億
五

〇

〇

〇

万

円
に

増
資
し

自
己

資
本

を

充
実
さ

せ

た
｡

し
か

し

有
価
証
券
は

そ

れ

を

上
ま

わ
っ

て

増

加
し
た

た

め
､

三

九

年
に

は

固
定
比

率
は

一

〇
一

と

な

り

自
己

資
本
を

上

ま
わ

っ

た

投
資
が

な
さ

れ

て

い

る
｡

一

方
､

銀
行
勘
定

(

借
越

､

借
入

金
､

輸
出
前
借
金
)

は

著

増
し
て

い

る
｡

銀

行
勘
定
の

う
ち
の

借

越
及

借
入

金
ほ

三

七

年

7 7



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第 一

号 ( 78 )

第 丑表 三 井物 産各年度投資額純増 (単位千円)

新 規会 社

提慧貪芙 翳笠話芸 融 資 合 計投 資
月年

0 0 0 6
,
4 2 04

,
1 6 3 1

,

8 6 0 8
,
8 8 2

26 0 3 9
,
58 4

43 0 3 2
,
94 1

1 8 0 4 5
,
63 1

3 4 5 48
,
1 8 6

4 4 0 2 2
,
9 9 7

3
,
0 4 4 1

,

8
,
9 8 1 3

,

1 9 3 5 1
,
2 67

1 9 3 6 3
,
9 1 8

1 9 3 7 2 4
,
0 8 9 3

,
25 4

1 9 3 8 1 0
,
9 5 8 1 6

)
22 8 4

J
3 2 5 1

,

1 9 3 9 1 3
,
5 4 7 15

)
7 8 2 1 4

,
1 2 2 2

,

1 9 4 0 2 6
,
7 1 0 6

,
1 3 7 1 0

〉
99 4 4

,

1 9 4 1 5
,
7 9 1 1

J
1 4 1 1 1

,
6 2 5 4

,

4
,
7 8 0 ･ 2 7

,
9 1 8

1 9 4 2 3
,
7 3 7 5

,
9 7 0 1 3

,
4 3 1

出典 三井物産 『事業報告書』 より作成 ｡

以

降
急
テ

ン

ポ

で

増
加
し

､

四

二

年

に

ほ

四

億
二

三
一

一

万

円

と

な
る

｡

(

四

三

年
の

銀

行

勘
定

は

七

億
一

〇

五

二

万

円
､

四

五

年
三

月
に

ほ
一

六

億
四

六

四

〇

万

円

に

達
し
た
)

借
入

金
の

う
ち

三

井
銀

行
か

ら
の

借
入

は
三

〇

年
代

後
半
に

な
る

と

全

体
の

約
三

分
の

一

と

大
き

な

比

重

を

(

1 1
)

占
め

る

が
､

四

〇

年
代
に

は

他

行
へ

第 4 表 三 井物産対 三 井関係 会 社 貸借勘 定 残 高 (単位千円)

三 井鉱 山 雪誉
レ ‾

曾警官
七

電気化学 日 本 製埠 台湾製糖

5

′

b

l

l

亡
J

】7
a
7

8

又
)

0
ノ

一
丁

O

1

4

2

1

2

7

A
T

l

】

7

5

5

亡
J

′

b

8

2

3

っ

J

2

5

4

△

△

△

△

△

△

△

△

△

0

′
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フち

の

依
存
度
が

多
少
つ

よ

ま

る
｡

三

井
物
産
は

四

〇

年
に

､

三

井
銀

行
､

第
一

銀
行

､

住
友

銀

行
の

三

行
と

一

億
円
を

限
度
と

す

る

借

入

契
約
を

結
び

､

ま

た

国
策
会

社
の

払

込
に

は

興

銀
か

ら
の

借
入

を

利
用

､

｢

大
口

株
式
払

込
二

対
シ

テ
ハ

其
ノ

都
度
借
入

方

針
ヲ

ノ

ノ

ふ

小

曲

ザ

叫

d

尊

r

.

り

､

埠

ト

～

畑

毛

.
卜

∵
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b
r

i
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採
+

(

一

九
四

一

年
下

期
三

井
物

産
事
業
報
告

書
)

っ

た

の

で

あ

っ

た
｡

物
産
の

資
金

調

達
に

お

い

て

結
局

銀

行
か

ら
の

借
入

金
が

決
定

的
な

意
義
を

も

ち
､

と

り

わ

け

三

井
銀

行
の

果
た

し
た

役
割

は

大

き

か
っ

た

と

い

え

る
｡

な

お
､

四
二

年
一

一

月
､

三

井
物

産
株
を

全

額
所

有
し
て

い

る

三

井
家
は

､

同
社
株
の

二

五

%
を

プ

レ

ミ

ア

ム

付
で

公

開
､

分

譲

し

た

が
､

分

譲
先
は

三

井
関
係
会
社
の

従

業

員
や

縁
故

者
で

あ
っ

た
｡

こ

の

公

開
に

よ

り

三

井
同

族
は

､

約
一

億
五

五

〇

〇
万

円

を

手
に

入

れ
､

同

家
が

同

年
七

月

-
一

二

月
の

間
に

必

要
と
し

た
一

億
六

〇
〇

〇

万

円

(

相

続
税
年
賦
払
い

､

三

井
銀

行

等
か

ら
の

借

入

金

返

済
､

三

井
系
諸

株
の

物
産
か

ら
の

買
取

り

等
の

諸

費
用
)

(

1 2
)

の

大
部
分
を

賄
う
こ

と
が

で

き
た

と
い

う
｡

･

b

短

期
債

権
と

貿
易
金

融

物
産
は

上

記
の

よ

う
に

持
株
会
社
と

し

て

投
資
を

行
い

傘
下

企

業
に

長
期

資
金
の

供
給
を

行
っ

た

が
+

の

み

な

ら

ず
短
期
の

運

転

資
金
供
給
の

面
で

も

大
き

な

役
割
を

果
た

し
た

｡

つ

ぎ
に

物
産
の

商
社
金

融
の

状
況
を

み
､

短
期
資
金

面
で

の

物

産
と

三

井
系
企
業
の

関
係
に

も
ふ

れ

て

お

こ

う
｡

物
産
の

貸
借
対

照

表
の

中
で

満
州
事
変
後
急

増
の

目
立
つ

も
の

の

一

つ

に
､

資
産

､

負
債
両

面
で

の

取

引

先

勘
定
が

あ

る
｡

同

勘

定

は

資
産
面
で

は

売
掛
金
や

前
貸
金

､

未
決
済
代
金

等
で

あ

り
､

負
債
面
で

は

買
掛

､

未
決

済
そ

の

他
の

負
債
で

あ
る

が
一

貫
し

て

資
産
面

で

の

取

引

先

勘
定

､

が

上

ま
わ

る
｡

取

引
先
に

対

し

て

巨

額
の

信
用
供
与

を

行
っ

て

い

た

の

で

あ
る

｡

ち

な

み

に

三

井
財
閥
系
企

業
の

う

ち
､

貸
借
対

照

表
に

三

井

物

産
勘
定

と

明

記
さ

れ

て

い

る

も
の

を

あ

げ
た

の

が

第
四

表
で

あ

る
｡

東
洋
レ

ー

ヨ

ン

､

小

野
田
セ

メ

ン

ト
､

日

本

製
粉
と
い

う

輸
出
商

晶
の

生

産
会

社
に

対
し

て

は
､

物
産
か

ら
一

貴
し

て
､

か

な

り

巨

額
の

信
用

償
与

を

行
っ

て

い

る
｡

一

方
三

井
鉱
山

､

台
湾

製
糖

､

電
気
化

学
か

ら
は

､

･
物
産
の

側
が

借
用
を

受
け
て

い

る
｡

つ

ま

り

こ

れ

ら
の

会

社
か

ら

販
売
委
託
さ

れ

物
産
が

売
り

捌
い

た

商
品
の

代
金
が

未
だ

物
産
の

側
に

と

ど

ま
っ

て

い

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

と

く
に

三

井
鉱
山
か

ら

物
産
に

た

い

し

て

は
､

三

〇

年
代

末
に

な

る

と

常
時

一

〇

〇

〇
万

円
か

ら
二

〇

〇

〇
万

円
以

上
の

信
用
を

与

え

て

お

り
､

こ

れ

が

物
産
の

手
許
を

､

か

な

り
豊

か

に

し
た

こ

と

は

推
測
し

う
る

｡

三

井
財
閥
全

体
と

し
て

は
､

商
品

売
買
に

伴
う

金
融
は

物
産
を

媒
介
に

き
わ

め
て

ス

ム

ー

ス

に

運
用
さ

れ

た

と

考

え

う
る

｡

ま
た

一

九
二

〇

年
代
の

半
ば
に

は
､

物
産
ほ

釜
石

鉱
山
や

北

海
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遣
炭
礁
汽
船

､

輪
西

製
鉄
等
に

貸
借
勘
定
を

設

定
し

､

常
時
そ

の

限

度
内

で

の

金

融
を

認
め

､

商
品

代
と

相

殺
の

前

貸
金

融
と

は

質
的
に

異
っ

た

金

融
機

能
を

､

三

井
財
閥
全

体
に

強
打
て

い

(

u
)

っ

た

が
､

以

後
､

そ

う

し
た

機
能
は

拡
大

す
る

｡

む
ろ

ん
､

物
産
の

信
用

供
与

は
､

こ

う
し
た

三

井
系
主

要
会
社
に

対

す
る

も
の

に

と
ど

ま

ら

ず
､

非
常
に

広

範
に

行
な

わ

れ

た
｡

物
産
が

製

造

会

社
に

対
し

て
､

前
貸
や

融

資
を

行
い

､

そ

の

代

償
と

し

て
一

手

販

売

権
を

獲
得
し

て

い

っ

た
こ

と

は
､

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

が

取

引
や

一
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∂0

手

販

売

権
獲

得
の

拡

大
に

つ

れ

て
､

一

九
三

〇

年
代
ほ

､

関

係
会

社

勘
定

､

雑
債
権
勘
定
と

も

に

急
伸

長
し
て

い

る
｡

も
っ

と

も

与

信
超
過
ほ

､

必

ず
し
も

積
極
的
な

意
味
の

み

を

も
っ

て

い

た

わ

け

で

な

く
､

経
済
統

制
や

戦
争
経
済
の

進
展
の

中
で

商
品

流

通
が

停

滞
し

､

信
用

供
与
を

拡

大
せ

ざ
る

を
え

な
い

場
合

も

あ
っ

た
｡

物

産
は

､

㌻
フ

し
て

国
内

企

業
に

対

し
て

巨

額
の

信
用

供
与

を

行
う

一

方

で
､

物

産
白
身
は

頗
浜
正

金

銀
行
へ

貿
易

金

融
面

で

の

依
存
を

急

速
に

強

め

て

い

っ

た
｡

物
産
の

為
替
取

組
に

つ

い

て

は
､

一

九
二

〇

年
代
に

は

三

井

銀

行
に

よ

る

取

組
が

最
も

多
か
っ

た
が

､

三

二

年
に

は

正

金
が

三

井
銀

行
を

追
い

抜
く

｡

以

後
正

金
の

取

組

高
ほ

年
々

増
加
し

､

四
一

年
上

期
に

は

五

億
円
を

越
し

､

物
産
の

為
替
取

組
の

七

〇

%
は

正

金

が

占

め

る

に

い

た

る
｡

貿
易
統
制
の

進
行

す

る

中
で

日

銀
を
バ

ブ

ク

に

し
た

正

金
の

役
割
が

貿
易
金

融

全
体
に

と
っ

七
急
速
に

高
ま
っ

た

時
期
で

あ
っ

た
｡

日

銀
は

年
二

分

と

い

う

低
利
の

外
国
為
替
貸
付

金

を

正

金
に

利
用
さ

せ

て

い

た

が
､

と

り

わ

け

日

中

戦
争
期
に

は

多
額
の

同

貸
付

金
を

利
用
さ

せ
､

日

銀
の

外
為
貸
付

金
は

三

七

年
下

半
期
で

二

億
円
に

も
の

ぼ
っ

て

(

1 4
)

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

日

銀
を

支

え
に

し

た

正

金

に

よ
っ

て

物
産
の

｢

卜

J

■オ
ー

.

.

∵

御
伽

､小

㌣

J

が

,

小

樽

小

官
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声

∵
て
払
官

む
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二

.
表

小
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3 7 3

2 2 .7 6 2

35
,
8 1 3

5 8
,
4 2 2

1 0 7 .8 0 5

6
,
7 0 1

15
,
98 3

2 8
,
25 1

9

9

0
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

∩

フ

0
ノ

,

l

-

I

I

-

,

I

●
一

●

ノ

,

-

O

1

2

3

4

5

′

b

7

8

0
ノ

O

1

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

0
ノ

q
′

q
ノ

9

0
ノ

0
ノ

9

9

9

0
ノ

0
ノ

0
ノ

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

出典 三 井銀 行 『大 口債権調』 エり 作成8

輸
出
入

金

融
の

急

拡

大
は

可

能
と

な
っ

た

の

で

あ

る

が
､

そ

れ

が

ま
た

物

産
の

国
内
の

製
造
家
に

対

す
る

信
用
供
与
の

拡
大
を

支
え

た

大
き

な

要
因
で

も
あ

っ

た
｡

三

三

井
銀

行
の

動
向

･
a

三

井
財
閥
系
墟

業
に

対

す
る

資
金

供

給

前
項
で

物
産
の

資
金

調

達
に

お

い

て

金

融
機
関
か

ら
の

借
入

､

と

り

わ

け
三

井
銀

行
か

ら
の

借
入

が

重

要
で

あ
っ

た

こ

と

が

明

ら

か

に

な
っ

た

が
､

本
項
で

は

三

井
銀

行
が

三

井
財
閥
内
で

果
た

し

て

い

た

金

融
的

役
割
を

み

る
｡

三

井
銀

行
と
三

井
合

名
､

直
系
会
社

と

の

関
係
は

一

九
二

〇

年

代

と
三

〇
､

四

〇

年
代
で

は

大
き

く

変
化

す

る
｡

二

〇

年
代
に

は

同

行
に

た

い

す
る

合
名

お

よ

び

直
系
会
社
の

預
金

額
は

同

行
か

ら

の

借
入

額
よ

り

も

常
時
三

〇

〇

〇

万

円

-
八

〇

〇

〇

万

円
上

ま

わ

(

u
)

っ

て

い

た
｡

こ

の

た

め

二

〇
年
代
の

三

井
銀

行
は

｢

直
系
企

業
の

(

1 6
)

莫
大
な

遊
資
の

プ

ー
.
ル

+

機
関
で

あ
っ

た

と

い

わ

れ

る
｡

同

行
に

対

す
る

合
名

､

物

産
､

鉱
山

､

信
託
の

四

社
の

一

九
二

六

年
時

点

で

の

預
金
額
は

､

三

井
銀

行

預
金

総
額
の

一

六

%

を

占
め
た

｡

と

こ

ろ
が

､

世

界
恐

慌
の

こ

ろ

か

ら

四

社
の

預
金

比

率
は

急

速
に

低

下

し
三

〇

年
に

は

七
･

二

%
に

下

落
し
た

ま
ま

回

復
せ

ず
四

〇

年

別
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け

･
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礫
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十

炉
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溝

､

や
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い▼吐

一丁
..

ヽ

､

ち

わ

1

1･･
坤

声

㌢

パ

払
r
ぎ

ぎ

i
.

壷
■

㌢

F

一軍

末
に

ほ

五
･

九

%
に

ま
で

下

る
｡

一

方
､

貸
出
に

つ

い

て

み

る

と

伺
四

社
に

対

す
る

貸
出
の

此

重

旦
一

一

〇

年
代
に

入
る

と

い

ち

じ

る

し

く

下
が

り
､

以

後
一

貫
し
て

低
位
で

あ
っ

た
｡

(

第
五

蓑
参
凰
)

し

か

し

三

井
財
閥
の

う

ち

で

も

傍
系
の

王

子

製
紙
や

鐘
紡
に

対

し
て

は

三

三
､

四

年

頃
か

ら

貸

出
を

急
増
さ

せ

て

お

り
､

(

第
六

表
)

こ

の

た

め
､

一

九

四

〇

年

六

月
の

時
点

で

旦
二

井
銀

行
の

三

井
系
企

業
に

対

す
る

貸
出
先
の

ぅ
ち
最
大
の

も
の

は
､

鐘
紡
に

対

す
る

四

二

七

三

万

円
で

あ
り

､

以
下

王

子

製
紙

､

三

井
合
名

､

東
芝
と
つ

づ

き
､

傍
系
会
社
へ

の

貸
出
が

圧

倒
し

､

物
産
は

､

〓
五

六

万

円
に

す

ぎ

な
か

っ

た
｡

一 橋論 叢 第八 十 六 巻 第 一 号 ( 82 )

第7 表 三 井銀 行 の 対 三 井系企 業貸 出 ( 単位千 円)

1 9 4 0
･ 6 1 9 4 0

,
12

貸 金 預 金 貸 金 預 金

三 井 合 名

三 井 物 産

三 井 鉱 山

三 井
･

信 託

三 井生 命 保 険

小 計

0

2

2

5

′

n
〉

1

7

5

7

0

1

2

2

1

1

5
,
5 78

3 0
,
8 02

2
,
5 3 2

0 13
,
7 2 5

0 3
,
2 1 4

0

2

〔

凸

0

0

/

h
)

′

h
U

8

ワ
/

4

0
ノ

8

2

1
,
9 2 9

L65
,
6 6 7

7
,
9 82

13
,
01 2

4 6 3 3

4 5
,
0 2 4 5 5

,
85 1 03

′

h
)411 9 3

,
2 2 3

東 神 倉 庫

東 京 芝 浦 電 気

王 子 製 紙

北 海 道炭礪汽 船

電 気 化 学 工 業

熱 帯 産 美

東 洋 綿 花

鐘 淵 紡 演

日 本 製 鋼 所

輪 西 鉱 山

日 本 製 ;扮

大 日本 セ ル ロ イ ド

越

台 湾 製 糖

小 野 田 セ メ ン ト

東 洋 レ ー ヨ ン

1 0 0 1
,
2 0 4

1 6
,
9 1 9 14

,
3 3 8

2 2
J
8 9 1 1

,
6 7 4

0 1 3
,
7 06

2
,
4 0 0 , 1

,
12 0

0 9 2

1
,
6 3 6

42
,
7 3 2

5
,
8 2 5

0

4
,
05 0

6
,
7 65

5 8 8

0

1
,
6 2 1

0

東 洋 高 圧 工 業 0

1
,
01 0

7 加9

6
,
3 4 6

. 0

1
,
1(i8

8 7 7

2
,
3 4 4

4
,
7 9 0

3 9 3

2
,
32 9

0

0

0

7

5

0

0

5

0

0

▲
〕

0

3

0

q
ノ

0

4

7

3

1

2

5 0

7 0 3

41
,
7 1 3

6
,
2 5 0

0

1 7
,
4 4 1

7 . 38 2

′

h
)

0

2

0

0

∠

U

史
U

4

3

′

0

3

1

1

2
,
0 2 0

2
,
45 5

1
,
5 4 8

8
,
2 3 7

1
,
0 3 4

3 2

3
,
4 1 0

8
,
4 7 4

1 3
,
9 1 8

1
,
6 0 0

2
,
3 45

1
,
72 7

1 0
,
09 8

5
,
8 0 4

3 1 7

1
,
5 3 7

3

小 計 1 05
,
5 2 7 5 9

,
0 0 0･ 1 2 2

,
98 9 6 4

,
5 5 9

合 計 15 0
,
5 5 1 11 4

,
8 5 1 2 37

,
6 19 15 7

,
7 82

圭2
月

蒜
日

芸
高
志 2

,
0 5 0 1 7

,
5 2 2 8 7

,
0 6 8 4 2

,
9 3 1

出典 日本経営史研究所扁 『三 井銀 行資料』 巻 5 題 D
,
5 8 1

,
5 8 6

,
5 8 7

頁 よ り作成 ｡
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( 8 3 ) 満洲 事変以後 の 三 井財閥系企 業の 企業金融

､

†

▲

搬
｢

㌢

無

キ

ヤ

.

絹

1

∴
ノ
串

パ

†

/

‖∵
ノ

.

産
山
'

∴

妄
鞍
∴

己
も

け

卓

恥

と
こ

ろ
が

同

年
一

二

月
に

な

る

と
､

三

井
物
産
に

対

す
る

貸
出
額

は

八

四

八
六

万

円

に

急

膨
脹

し
て

い

る
｡

(

第
七

表

参

照
)

八

月

に

三

井
合
各
を

合
併
し
て

本

社
と

な

り

資
金

需
要
が

急

増
し

た

も

の
･
で

滴
る

｡

ま

た

三

井
鉱
山
へ

の

貸
出
も

増
加
し
て

お

ぺ
二

社

へ

の

貸
出
額
は

一

億
一

四

六
三

万

円
に

達
し

た
｡

結
局

四

〇

年
一

二

月
に

お

い

て
､

三

井
銀
行
の

物
産

､

鉱
山

､

信
託
三

社
に

対

す

る

貸
出
額
ほ

､

同

行
貸
出
総
額
の

ニ
ー

%
を

占
め

る

に

い

た

る
｡

三

井
銀
行
は

こ

の

よ
ゝ

.フ

に

三

〇

年
代
に

ほ

も
っ

ぱ

ら

傍
系
会
社

に
､

四

〇

年
後
の

後
半
に

入

る

や

物
産
等
の

本
社
お

よ

び

直
系
会

社
に

対

す
る

資
金

供

給
を

大
き

く

担
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

四
一

年
八

月
芯

な
る

と

時
局

共

同
融

資
団
に

よ

る

共
同

融
資
が

始
ま

り
､

同

行
貸
出
も

金
融
統
制
に

深
く

組
込
ま

れ

る
｡

三

井
系

企

業
へ

の

貸
出
が

､

そ
の

後
飛

躍
的
に

急
増
す
る

の

は
､

町

四

年

に

入
っ

て

軍
需
融
資
金

融
機
関
制
度
が

始
っ

て

以

後
で

あ

っ

た
｡

b

三

井
銀
行
の

資
金

調

達

三

井
銀

行
ほ

前
述
の

よ

う
に

､

絶
対

額
で

も

比

率
で

も
､

三

井
系

企

業
へ

の

資
金

供
給
を

増
大

さ

せ

た

の

で

あ
っ

た

が
､

で

は

三

井

銀

行
自
身
の

資
金

調

達
状
況

は

ど
の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た

の

か
｡

第
八

表
の

同

行
の

貸
借
対

照

表
に

よ

る

ト
､

資
本
金
は

四

三

年

の

第
一

銀

行
合
併
ま
で

は

増
加
し

な
い

｡

積
立

金
は

多
少

増
加
し

て

い

る

が
､

し

か

し

主

た
る

資
金

増
は

や

は

り

預
金
の

増
加
に

よ

る

も
の

で

あ

り
､

と

く
に

通

知
預
金

､

当

座

預
金
の

増
加
が

い

ち

じ
る

し

い
｡

た

だ

し
､

三

七

年
ま

で

の

預
金
の

伸
び

は

緩
慢
で

あ

り
､

そ

の

上

他
の

都
市

銀
行
と

り

わ

け

安

田

や

住
友
に

比
べ

る

と

鈍

か
っ

た
｡

三

井
銀

行
の

預
金

は
､

定

期
預
金
と

い

え

ど

も

大

企

業
の

大
口

預
金
に

か

た

よ

っ

て

い

た

が
､

満
州

事
変
以

後
は

そ

れ

ま

で

の

大

口

預
金

者
で

あ
っ

た

三

井
直

系
会
社

､

銀

行
､

保

険
､

紡
績

､

電

力

等
の

企

業
預
金
が

減
少
な
い

し

停
滞
し

た

た

め
で

あ
っ

た
｡

三

四

年
か

ら
三

七

年
ま
で

は

預
金
の

伸
び

よ

り
､

貸
出
の

増
勢
が

上

ま

わ
っ

た

た

め

預

貸
率

(

貸
出
金

残
高
/
預
金
残

高
便
宜
上

期
末

残
首
を

と

る
)

は

急

速
に

上

昇
し

た
｡

な
お

こ

の

三

四

年
か

ら
三

七

卑
ま
で

の

時
期
で

､

注
目
に

伍
す

る

の

は
､

三

井
銀
行
が

国
債
保

有
額
を

大

き

く

減
退
さ

せ

て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

同

行
は

満
州

事
変
以

後
国

債
保

有
額
を

急
増
さ

せ

て

い

た

が
､

三

四

年
の
一

･

八
三

億
円

か

ら
三

七

年
に

は

約
三

分

の

二

の
一

二
一

五

億
円
に

減
少
さ

せ

て

い

る
｡

産
業
資
金
の

供
給

と

国
債
消
化
の

競
合
が

大

き

な

問
題
と

な
っ

た

こ

の

時
期
に

一

方

で

国
債
保
有
を

減
少
さ

せ

つ

つ
､

貸
出
を

増
大

し

預
貸
率
を

高
め

て

い

る
｡

ち

な
み

に

同

行
ほ

ど
で

ほ

な

い

が
､

三

菱
･

住

友
の

二

田
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一

橋論叢 第 八 十 六 巻 第 一 号 ( 糾 )

貸 借 対 照 表 ( 単位 1 00 万円)

資 本 及 負 債

株 主 資 本

う ち う ち当期 う ち諸

資本 金 利 益 金
そ の 他 小 計

預 金

孟嘉主義借用 金豊富遥
15 3

18 9

芸
18 3

諾
3 1 4

4 2 〝

4 6 3

5 1 2

5 9 9

聯

抑

仙

…

一
㍍

脚

7 1 5

7 〝8

J

l事･

5 5 4 6 8

1 0 5 (; 6 3

1 3 5 8 5 7

1 5 6 1 5 1

1 3 5 8 5 7

1 4 6 1 6 1

1 6 6 3 6 5

1 7 6 6 6 4

1 8 7 1 6 4

2 0 7 4 6 6

2 0 8 0 65

2 1 8 6 6 2

2 3 1 8 1 6 4

4 0 2 1 0 7 8

1 7 2 2 5 1 08

1 3 1 5 9 1 0 0

1 8 1 6 6 1 0 0

2 0 1 7 1 1 0 0

1 5 1 7 6 1 0 0

2 1 1 7 1 1 0 0

3 9 17 5 1 0 0

2 0 1 79 10 0

2 4 1 83 1 0 0

2 9 1 8 9 1 0 0

3 3 1 9 4 1 0 0

3 0 2 0 0 1 0 0

2 4 2 0 7 1 0 0

8 2 4 0 4 2 0 0

4 7 0 2 2 0

4 6 2 2 2 0

4

0
ノ

2

2

1

3

ー 1 8

- 1 8

- 1 7

- 9

- 2 0

- 3 2

1 4

1 7

6 6

2 7

3 5

1 0

1 5

4 0

6 2

一

一

5 2

5 5

3 0

3 2

A
T

1

4

1

5

45 4 3 1

6 2 4 3 4

9 2 4 3 4

8 6 4 7 2

1 0 2 5 0 9

1 2 4 5 1 9

1 3 5 5 3 6

1 6 6 63 9

2 1 3 7 05

2 75 8 3 7

3 2 6 9 3 8

5 2 0 1
,
0 5 5

8 3 7 2
,
7 8 7

7 8 6 3
,
1 6 9

68 3
,
6 0 0

′

D

′

q

-
･

J

7

0

9

9

0

7

q
′

0

0
′

5

4

2

5

0
0

8

0
ノ

7

7

2

7

0

0

q
′

1

3

5

7

1

0
0

7

つ

J

｢
▲

l

l

1

2

5

】7

31

行
も

同
じ

時
期
に

国
債
保

有
額
を

減
少

さ

せ

て

お

り
､

逆

朗

に

地

方
銀

行
の

国

債
保
有

額
は

､

い

っ

か

ん

し
て

増
加
し

(

1 7
)

て

い

る
｡

そ

れ

に

反

此

例
し

て

地

方

銀

行
は

預
貸
率
を

急

速
に

低

下

さ

せ
､

三

六

年
に

は
､

地

方

銀
行
の

預
貸
率

は
､

二

〇

年
代

以

来
は

じ
め

て

都
市
銀

行
の

預
貸
率
を

下

ま

わ

っ

た
｡

戦
時
下

､

地

方

銀
行

は

貸
出

を

激

減
さ

せ
､

(

四

(

娼
)

三

年
に

は
､

預
貸
率
は

三

〇

%

を

割
る
)

国
債
の

消
化

機

関
と

化

し
て

い

っ

た

が
､

そ

う
し
た

傾
向
は

､

こ

の

時
期

に

始
っ

て

い

た

と
い

え

よ

う
｡

さ

て
､

一

九
三

八

年
以

後
に

な

る

と

三

井
銀
行
に

お

い

て

も

か

な

り

大

幅
な

預
金

増
が

み

ら
れ

る

が
､

こ

れ

は

政

府
に

よ

る

軍
事
費
の

民

間
に

対

す
る

支

払

増
に

よ

る

と
こ

ろ

が

大

き
い

｡

.
一

九
三

八

年
以

後
､

戦
費
ほ

国

家

予

算
の

七

剖
以

上
を

占
め

た
｡

そ

し
て

戦
費
の

う
ち
の

七

割
が

民

間
に

対

す
る

軍

需
品

代
の

支

払
に

あ

て

ら

れ

た

と

推
定
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

民

間
支
払
の

大

部
分

は

受
取

人
で

あ

る

軍
需
会

社
の

取
引

先

銀

行
に

た

い

し
て

日

銀
か

ら

払

込
ま

れ

た
｡

第
九

表
に

示

す

よ

う
に

､

三

井
銀

行
も
ま

た

日

中

戦
争
開
始
か

ら

四

二

年
末
ま
で

に
一

六

億
八

七

〇

〇
万

円

(

1 9
)

に

の

ぼ

る

白

額
の

振
込

を

う
け

て

い

る
｡

三

八

年
か

ら

四

ヰ

健
叫

J

鼻

一
-

J

い

晦

ト

1

■
塙

貞

.サ

イ

■

む
r
リr

■
.
斗
二

㌔

小

事

り
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2
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3
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4 8
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1 4

4

8

一

8
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8
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3
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5
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′
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1 93 1 .1 2

1 93 2 .1 2

1 93 3 ユ2

1 9 3 4 .1 2

1 9 35 .
1 2

1 9 36 .
1 2

1 9 37 .1 2

1 9 3 8
,
1 2

1 9 3 9 .1 2

1 9 4 0 .1 2

1 9 4 1 .1 2

1 9 4 2
.
1 2

1 9 4 3 . 9

1 9 4 4 .9

1 9 4 5 .9

出典 三 井銀行 『貸借 対照表』 ユ り作成

0

年
頃
に

か

け

で

三

井
銀

行
へ

の

漁
金

を

急

樽
さ

せ

た

企

業
は

､

ト

ヨ

タ

自
動
車

､

中

島
飛
行

機
､

東
芝

､

日

本
製

網
所

､

三

井
鉱
山

､

北

海
道

炭
礪
汽
船
等
の

軍

需
関

連
会

(

2 0
)

社
で

あ

っ

た
｡

軍

事
費
支

払
は

直
接

､

間

接
に

三

井
銀
行

の

資
金
を

豊

富
に

し

た

の

で

あ

っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

臨
時

軍
事
費
の

支

払
ほ

三

井
銀

行
の

資
金

増
に

大

き

く

寄
与

し

た

の

で

あ
っ

た

が
､

一

方
こ

の

臨
時

軍

事
費
の

財
源
(

臨
時
軍
事
費
歳
入

総
額
の

八

六
･

四
%

が

国

債
及
び

借
入

金

に

よ

る
)

た

る

国

債
は

､

そ

の

消

化

を

地

方

銀

行
に

大
き

く

依
存

し
て

い

る

こ

と

を

考
え

る

と
､

地

方

資
金

l
地

方

銀

行

l
国

債

↓
臨

時

軍

事

費

↓
都
市

銀

行

=
企

業
と

い

う

資
金
ル

ー

ト

が

形

成
さ

れ

た

と
い

え

よ

う
｡

な

お

本

稿
が

対

象
と

す

る

時

期
か

ら
は

ず
れ

る

が

附
言

し

て

お

く

と
､

四
四

年
一

月
に

は

軍

需
指
定
金

融
機

関

制

度
が

創
設
さ

れ
､

軍

需
会
社

は

指

定

棟
融
機
関
か

ら
､

ほ

と

ん

ど

無
制
限
の

借
入

が

可

能
と

な
っ

た

が
､

そ

れ

は
一

方
で

巨
大

金

融
機
関
が

日

銀
か

ら

巨

額
の

借
入

を

行
う
こ

と

に

支
え
ら

れ

て

い

た
｡

三

井
系
企

業
は

大

部

分
が

三

井

銀

行
一

行
か

ら

借
入
る

こ

と

に

な

り

借
入

金
は

急
増
し
た

｡

鮎
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第 9 表 臨 時軍事費支 払 銀 行別 表

(単位 1(沿 万円)

振 込 先 銀 行 蓋警箸蒜 %

2

0

3

8

8

5

3

3

2

2

1

3

0

0

2

2

1

1

01

′

q

5

7

′

D

4

1

4

8

8

7

8

0

7

5

′

0

9

0
ノ

′

0

2

2

1

4 1 6

3 6 2

2 7 1

2 0 3

1 46

3 7 9

1
,
3 1 7

1 2
,
6 7 3

第

菱

井

安 田

住 友

第 百

興 業

和

十 五

東 海

朝 鮮

真 偽( 正金 外 七 行)

地 方 銀 行

計

出典 大成者昭和財政史解 童礪 『臨 時軍事費』

上 り引用 ｡
2 5 7 頁

の

う
ち

典
型

的
な

会
社
の

資
産
構
成

此
お

よ

び

負
債
構
成

此

郎

を

掲
げ

た
｡

第
一

一

義
で

は

第
一

期
(

一

九
三

一

年
か

ら
三

六

年
の

六

年
間

､

財
政

資
金

散
布
の

下

で

の

景
気
回

復
と

自

己

資
本
充
実
の

時
期
)

､

第
二

期
(

三

七

年
か

ら

四

〇

年
の

四

年
間

､

日

中
戦
争
下
の

臨
時
軍

時
費
の

急

増
の

時

期
)

､

第

三

期
(

四
一

1
四

二

年
の

二

年
間
経
済
統
制
の

本

格
化
の

時

期
)

に

区

分

し

此

率
を

出
し

た
｡

ま

ず
同

表
で

資
本
及

負
債

の

構
成
比

を

み

る

と
､

自
己

資
本
比

率
ほ

一

-
三

期
に

か

け

て

急
速
に

低
下

し
て

い

る
｡

但
し

第
一

〇

表
で

ょ

り

詳
し

く

戦
争
末
期
に

な
づ

て

日

銀

↓
都
市
銀
行

↓
系
列

会
社
と
い

う

(

21
)

｢

軍
事
予

算
の

枠
に

縛
ら
れ

る

こ

と

な

く

拡
大

し

う

る
+

資

金

供

給
の

ル

ー

ト

が

確
立

さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

四

そ

の

他
の

三

井
財
閥
系
企
業

a

資
金

調

達
の

動
向

前
節
ま
で

ほ

三

井
財
閥
系
企

業
の

う
ち

､

主

と

し
て

資
金
を

供

給
す
る

側
の

合
名

､

銀
行

､

物

産
の

三

社
に

つ

い

て

述
べ

て

来
た

が
､

本
節
で

は

供

給
さ

れ

る

側
の

企

業
の

金
融
を

概
観
し

て

お

こ

う
｡

傷
こ

○

表
に

は

各
社
の

貸
借
対

照
表
を

､

黄
一

一

表
に

ほ
､

そ

み

る

と
､

三

七
､

八

年
頃
ま

で

は
､

自
己

資
本
比

率
は

む

し

ろ
上

昇

す
る

傾
向
に

あ

り
､

芝
浦
製
作
所

､

小

野
田

セ

メ

ン

ト
､

東
洋
レ

ー

ヨ

ン

等
は

三

五

年
ま
で

､

三

井
鉱
山

､

王

子

製
紙
ほ

､

三

七

年
ま
で

､

台
湾
製
糖

､

東
洋
棉
花
は

三

九

年

も
で

上

昇
し

て

い

る
｡

積
立

金
や

利
益

金

等
の

内

部
留
保
が

満
州

事
変
後

､

い

ず

れ

も
一

貫
し

て

急

テ

ン

ポ

で

増
加
し

た

こ

と
､

ま
た

､

三

三

年

頃

か

ら
､

増
資
や

株
金
の

払

込
が

始
ま
っ

た

こ

と

な
ど

に

よ

る
｡

増
資
に

つ

い

て

は

第
一

二

表
に

示

す
よ

う
に

､

傍
系
会

社

や

直

系
子

会
社
の

方
が

早

く

始
ま

り
､

直

系
会

社
は

三

七
､

八

年
以

降

で

あ

る
｡

な

お

い

ず
れ

も

株
主

割
当
で

あ

り
､

親
会
社
の

持
株
此

率
ほ

若
干
の

売
却
凍
を

除
い

て

ほ
､

ほ

と

ん

ど

変
北

し

な
い

｡

各

パ
､

J

小

･
㌧

叫
娘

†

･

串

溝

】
F

･･

"

㌔

ト

卓

′

村

境
.

ド

.′
″

.
･
盛

■
叩

.
ぎ
ー

メ

､

一
｢

･
事

←
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し

‥
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･
､
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社
の

急
速
な

増
資
の

中
で

本

社
や

直
系
会

社
の

負
担
は

当

然

拡

大

し
て

い

っ

た
｡

第
二

期
以

降
､

自
己

資
本

比

率
が

低
下

し
て

ゆ

く
の

と

は

逆
に

外

部
負
債
が

増
大

す
る

｡

.
第

一

〇

表
で

み

る

と

借
入

､

社

債
の

長

期

負
債
は

､

王

子
で

は

三

三

年
か

ら
､

鐘

紡
で

は

三

六

年
､

芝
浦

､

北

炭
､

日

本

製
銅
価
等
軍
需

関
連
会
社
で

は

四

〇

年
以

降
､

急
速

に

増
加

し
た

｡

王

子
や

鐘
紡

は

借
入
が

中
心

で

あ
っ

た

の

に

対

し

て
､

軍

需
関
連
会
社
で

は
､

社

債
も

大

き
な

役
割
を

果
し
て

い

る
｡

こ

れ

は

四

〇

年
に

政
府
が

社

債
の

発
行
を

軍

需
関

連
会
社
に

き

び

し

く

限
る

と

と

も

に
､

官
庁

資
金
を

動

員
し

､

そ

の

消
化
に

当
っ

(

2 2
)

た

た

め

で

あ

る
｡

な

お
､

借
入
が

ど
の

よ

う
な

金

融
機

関
か

ら

潅
さ

れ

た

か

を
､

傍
系
会
社
の

王

子
､

東
芝
を

例
に

と
っ

て

み

る

と
､

第
一

三

表
お

よ

び

第
一

四

表
に

示

す
よ

う
に

住
友
や

三

菱
系
金
融
機
関
か

ら

も

借
入

れ

を

行
っ

て

い

る
｡

し

か

し

主

力
は

､

や

は

り
三

井
銀

行
で

あ

り
､

次
い

で

王

子

ほ
三

井
信
託
へ

東
芝
ほ

第
一

■
銀
行
(

四

三

年

に

三

井
銀

行
と

合
供
し
て

帝

国
銀

行
と

な
■
る
)

に

依
存
し
■て
い

る
｡

軍

需
会
社
で

あ

る

東
芝
に

称
し

て

は

四

二

年
か

ら

時
局

共

同

融
資

団
が

組
織
さ

れ

た
｡

両

社

と
む

四
四

年
以

降
は

帝

国
銀
行
が

軍
需

措
定

金

融
機
関
と

な

り

同

行
に

全

面

的
に

依
存
す
る

と

共
に

借
入

額
も

急

増
す

る

が
､

こ

の

時
期
は

本

稿
の

対

象
に

入

ら

な
い

｡

第
二

期
以

降
､

短
期

負
債
の

比

率
も

大

き

く

な
る

｡

短

斯

負
債

の

中
で

も

増
勢
が

著
る

し
い

も
の

に
､

｢

支

払
手

形
+

が

あ

る

が
､

こ

の

支

払

手

形
に

は
､

手

形
借
入

も

混
入

さ

れ

て

い

る
｡

た

と

え

ば

三

井

鉱
山
の

場
合

､

借
入

金
の

項
ほ
ゼ

ロ

で

あ

る

が
､

支

払

手

形
の

項
に

借
入

が

混

入
さ

れ

て

お

り
､

そ

の

額
ほ

先
の

同

社
の

三

井
銀

行
か

ら
の

借
入

額
か

ら

見
て

も

(

第
六

表
参
照
)

か

な

り

の

額
に

達
し
て

い

た

と

思

わ

れ

る
｡

な

お

同
社
の

借
入

先
は

三

井
銀

行
､

三

井
信
託
が

ほ

と

ん

ど
で

あ
る

｡

短

期
負
債
中
｢

そ

の

他
+

の

項
目
の

増
加
も

著
し

い
｡

そ

の

他

と

ほ
､

未
決

算
勘
定

､

預
り

金
､

諸
口

貸
方

勘
定

等
で

あ

り
､

内

実
ほ

前
受
金

､

手

附
金

､

仮
受
金

と

い

っ

た

も
の

で

あ

る
｡

東
芝

や
､

日

本
製
鋼
所

､

北

海
道
炭
磯
汽
船

と

い

っ

た

軍

需
関
連
会
社

で

は
､

三

八

年
以

降
､

同

勘
定
が

急

増
し
て

い

る
｡

こ

れ

ほ

軍
需

品
代
金
の

前
払
お

よ

び

概

算
払
が

三

八

年
以

降

本

格
化
し

た

こ

と

に

よ

る

も
の

で

あ

る
｡

政
府
ほ

事
変
以

後
の

金

融
梗
塞
の

打
開
策

(

2 3
)

と

し

て
､

,
臨
時
軍
事
費
の

支

払
を

積
極

的
に

行
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

｢

そ

の

他
+

は

太

平
洋
戦
争
開
始
直
前
に

は
､

三

井
鉱
山

､

東
芝

､

日

本

製
鋼
所
等
で

社

外

負
債
中

最
大
の

も
の

と

な
っ

て

い

る
｡

む

ろ

ん
､

こ

れ

ほ

全

額
が

政

府
に

よ

り

支

払

わ
れ

た

も
の

で
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( 95 ) 満即事変以後 の 三 井財閥系企 業の 企業金 融

集11 表 三 井系主 要企業及
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した指

当該 期
平均 使
用 稔資
本

実弟
10 0 痕

資 産

固定資
流 動資産

産 う ち有‾そ の 他 流
価証 券 動資産

小計

合 計

三 井 鉱 山‡
芝(

日 本 製 鋼 所

王 子 製 紙

(
(
紡(

小 野 田 セ メ

ン ト

日 本 製 粉

東 洋 棉 花

‡
‡
(

′

3 1 . -

′

3 6 1 3 8 2 2 0

′

3 7 ′ 〉

′

4 0 2 6 4 4 2 2

′

41 ′
)

′

4 2 4 7 3

′

3 1 , }
/

3 6 .
2 6

′

3 7 ′ ノ 4 0 2 2 5

′

41 ′ _

′

4 2 6 0 4

′

3 1 ′ }
′

3 6‾ 2 8

′

3 7 ′ )
/

4 0 8 8

′

4 1 ′ }
′

4 2 2 4 0

′

31 . }

′

3 6 2 6 9

′

3 7 ′ _

′

4 0 4 7 6

′

4 1 . ノ 42 6 2 4

′

3 1 ”

′

3 6 1 7 1

/

3 7 ′ ノ 4 0 . 3 6 3

′

4 1 ′ノ 42 5 6 8

/

3 1 ′ }
′

3 6 4 0

′

3 7 ′ }

′

4 0 6 4

′

4 1 , }
′

4 2 9 4

′

3 1 ′ ノ 3 6 3 4

′

3 7 ”
′

4 0 5 2

′

4 1 ′ノ 4 2 5 1

′

3 1 ′ノ 3 1 95

75 7

7

2

9

1

3

つ

J

A
T

7

2

8

1

1

1

1

っ
J

l

つ
J

1 0 4 3

1 1 3

3 1 9

4 1 9

1 3 2

2 8 1

4 4 0

1 0 5

1 6 4

2 4 7

1 1 7

1 7 9

1 7 6

1 25

/

3 7 ”

′

4 0 1 3 6 1 79

/

4 1 , _
′

4 2 2 1 6 2 8 4

45 2 9

3 3 3 0

2 9 3 3

4 8 4

1 8 3 1

2 0 2 9

手6 9

3 3 7

3 8 5

44 9

2 5 5

1 5 7

5 0 1 0

45 1 2

3 4 1 1

77 7

5 9 1 6

4 1 2 7

4 9 0

2 6 7

2 3 1 6

1 1 3

1 3 0

1 2 1

2 7 5 5 1 0 0

2 7 5 7 1 0 0

3 8 7 1 1 0 0
J

4 8 5 2 1 0 0し

5 1 8 2

5 1 8 0

5 5 6 4

5 5 6 2

5 7 6 2

4‾7 5 6

7 0 7 5

7 8 8 5

4 0 5 0

4 3 5 5

5 5 6 6

1 6 2 3

2 5 4 1

3 0 5 9

5 1 5 1

6 9 7 4

6 1 7 7

1 0 ひ

1 0 0･

1 0 0

1 0 0r･

1 0 0･

1 0 0･
(

ぴ

(

ひ

0

0

0

0

1

1

1

1 0 0-

1 0 0

1 0 0 ･

1 0 0

1 0 0･

1 0 0

1 0 0

1 0 0･

86 9 9 1 0 0

6 9 9 9 1 0 0

7 8 9 9 1 0 0

出典 第1 0 表 に同 じ
｡

し

比

率
と
し

て

は

大
き

く

減
退

し

て

い

る
｡

(

第
一

一

義
)

ま
た

第
一

〇
表
に

示

す

固
定

比

率
(

固
定

資

産
+

目

己

資
本
)

も

四

〇

年

代
に

入
っ

て

も

低
下
し
っ

づ

け

る

企

業
も

多
く

(

東

洋
レ

ー

ヨ

ン
､

小

野
田

セ

メ

ン

ト
､

王

子

製
紙

､

大

日

本
セ

ル

ロ

イ

ド
､

日

本

製
鋼
所

､

日

本
製
粉
等
)

自
己

資
本

増
加
ほ

ど

に

は

投
資
を

行
っ

て

い

な
い

｡

逆
に

流
動
資
産
の

比

重

は

増
大

す
る

｡

流

動
資
産

の

う
ち

有
価
証

券
は

､

直

系
お

よ

び

傍
系
会

社
で

三

四
､

五

年

頃
か

ら

増
加
が

始
り

､

三

七

年
以

後
急
堵

し
て

い

る
｡

四

二

年
に

ほ
､

郎

㍗
ノ
ト
▲

い

…
∋

叫

･
郎

､
一
冊

J

も

い

つ

や

ん

葡
.

一

軒

一

∵
ム

β

一

㍗
牽

▲

j
叶
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∋

叫

･
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一

橋 論叢 第 八 十 六 巻 第 一

号 ( 9 6 )

三

井
鉱
山

､

東
京

芝
浦
電
気

､

王

子

製
紙
の

有
価
証

券
所
有
高
は

一

億
円
を

こ

え
､

鐘
紡

も
六

〇
〇

〇
万

円

以

上
と

な

り
､

日

中

戦

争
後

､

こ

れ

ら
の

会

社

は

持
株
会
社
と

し
て

急
速
に

成

熟
し
て

い

っ

た
｡

(

第
一

〇

表
参
照
)

流
動
資
産
の

う
ち

｢

受
取
手

形
､

受
取

勘
定
+

は

売
上

債
権
で

あ

り
､

｢

そ

の

他
+

は

貸
付

や

前
貸
金

､

未
決

算
勘

定

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
二

つ

の

勘
定
も

大
き

く

増
加

し
､

と

く

に

先
の

直
系
お

よ

び

傍
系
会
社
で

著
増
す
る

が
､

こ

れ

は
､

子

会
社
に

対

す
る

信
用

供

与
の

拡

大

と
不

可

分
で

あ
る
｡

三

井
財

閥

系
の

直

系

子

会

社

(

直
系
会
社
の

子

会
社
)

､

傍

系
子

会

社

(

傍
系
会
社
の

子

会
社
)

に

と
っ

て
､

親
会

社
に

よ

る

信
用

供

与
は

非
肝
に

大

き

な

意
味
を

も
っ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
の

子

会
社
は

､

三

井
銀

行
へ

の

依
存

度
も

､

も

と

も
と

低
く

､

た

と

え
ば

､

三

四

年
時
点
で

の

借
入

金
の

う

ち
､

三

井
銀

行
へ

の

依
存
度
ほ

､

直
系
子
会

社
で

二

八
･

五

%
､

傍

系

(

2 4
)

会
社
で

八
･

三

%
で

あ
っ

た
｡

し
か

も
､

そ

れ

は

台
湾

製
糖

､

東

洋
棉
花

､

日

本
製
鋼
所

､

輪
西

鉱
山

､

釜
石

鉱
山
と
い

っ

た
､

い

く
つ

か

の

会
社
に

集
中
し

て

い

た
｡

傍
系
子

会
社
で

は
､

親

会

社

の

金

融
力
に

依
存
す
る

と
こ

ろ
が

､

き

わ

め

て

大

き
い

｡

一

例
を

あ

げ

る

と
､

王

子

製
紙
の

子

会
社
に

は
､

は

と

ん

ど

王

子

製
紙

一

社

で

融
資
を

行
っ

て

い

る
｡

王

子

製
紙
ほ

自
ら

も

銀

行
か

ら

巨

額

の

借
入

を

行
う

一

方
で

､

子

会
社
に

対

し

巨

額
の

送
金
を

行
っ

た
｡

舶

子

会
社
と
の

貸
借
勘
定

尻
は

四
〇

年
に

ほ

二

億
五

四

二

万

円
の

巨

額
に

お

よ

ん

だ
｡

そ

の

大
き

な

部
分

は

王

子

製
紙
の

投
資
を

代

行

し

て

き

た

王

子

証

券
に

対

す
る

送

金
で

あ
っ

た

が
､

の

み

な

ら

ず

国
内

､

満
州

､

中
国
で

の

新
設

諾

会

社
へ

の

送
金

が

急

増
し
た

か

(

25
)

ら

で

も

あ
っ

た
｡

こ

う
し
た

直
接
的
な

送
金
で

な

く
､

商
品
の

売
買
を

基

礎
と

し

た

信
用

供
与
は

前
述
し

た

三

井
物
産
に

典
型
的

に

み

ら
れ

る
｡

以

上
の

よ

う
に

物
産
を

は

じ

め
と

し

た

直
系
会

社
､

主

要
傍
系

会
社
は

､

日

中
戦
争
後

､

銀

行
か

ら
の

借
入

や

社

債
､

臨
時
軍
事

費
の

前
払
や

正

金

に

よ

る

貿
易

金

儲
等
に

よ

り
､

手

許

資
金
を

豊

富
化
さ

せ

る
一

方

で
､

自
ら
の

子

会
社

､

関

係

会
社
に

対

し
て

は

信
用

供
与
を

拡
大

す

る

と

共
に

子

会
社

､

関
係
会
社
を

急

増
さ

せ

て

い

っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

以
上

論
じ
て

来
た

よ

う

に
､

三

井

財
閥
系
企

業
の

外
部

資
金
の

動
員
は

､

重

層

的
に

進
行
し

た
｡

ま

ず
満
州

事
変
期
に

は
､

本

社

た

る

合

名
が

持
株
の

売

却
を

始
め

､

傍
系
会
社
も

借
入
を

増
大
さ

せ

始
め
る

｡

し
か

し

直
系
会
社

は
､

合

名
に

よ

る

株
式
払

込
と

､

満
州

事
変
後
の

巨
額
の

利
潤
に

よ

っ

て
､

長
期

資
金
は

ほ

ぼ

自
己

き

ノ

ト
′
J

ィ

′

⊥
･

鮮
J

.ト

キ

ナ
l

d

い
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■
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･
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▼
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( 9 7 ) 満洲 事変 以後 の 三 井財閥 系企 業 の 企業金 融

第 12 表 三 井財閥系主 要企業年度別 増資 一 覧表 ( 単位万円)

旧公 称資本金 器慧釜 形式 増資方 法年度 会 社 名

1 93 2 芝 浦 製 作 所 1 0 . 0 -一一 1 5 ･
0 割 当

日 本 製 鋼･ 所 1d . 0 - 1 5 ･0 増資

加 額小 計 1 0 ･0

1 9 33 東 洋 レ ー ヨ ン

日 本 製 粉

東 洋 高 圧

1 0 .0 → 3 0 .0 増資 割当

3 .9 → 1 2 .0 増資 割 当

2 0 .0 創立

増加 額小 計 48 ･
0

1 9 3 4 王 子 製 紙 6 5 .9 - 一 ＋1 49 ･9 合 併

増加額小 計 8 4 ･
0

1 9 3 5 大 日本 セ ル ロ イ ド 1 0 ･0 → 2 0 ･ 0 増資 ‡は割 当‡ほ功労株

増 加額小 計 1 0 ･0

1 9 3 6 王 子 製 耗 1 49 ･9 - 一 3 0 0 tO 増 資 割 当

増加 額小 計 1 5 0 ･0

1 9 3 7 三 井 物 産

東 洋 高 圧

芝 浦 製 作 所

日 本 製 鋼 所

1 0 0 .0 → 1 5 0
.
0

2 0 . 0- → 3 0
.
0

15 .
0 - 一一事 3 0 .0

15 .
0 - → 3 0 .0

増資 割当

合 併

増 資 剖当

増資 割 当

増加 額小 計 9 0 ･0

1 93 8 小 野 田 セ メ ㌣ ト

電 気 化 単

三 ` 井 鉱 山

東 洋 高 圧

夕

北 海 道 炭 虜 汽 船

鐘 淵 紡 績

3 1 .0 → 4 0 .3

2 8 ,0 一 → 5 6 . 0

1 0 0 .0 - → 2 0 0
.
0

3 0 .0一一→ 6 0 . 0

6 0
.
0一 → 5 . 0

7 0
.
0- → 14 0 . 0

6 0-.0 --- ト1 2 0 . 0

当

当

当

当

当

部

割

剖

剖

剖

併

資

資

資

併

資

資

合

増

増

増

合

増

増

増加 額小 計 2 4 2 ･3

1 9 3 9 日̀ 本 製 粉 1 2 ,0 → 2 0
･
0

電 気 化 学 5 6 ･0 - 5 7
･
5

東 京 芝 浦 電 気 3 0 ･0 → 9 4 ユ

･ 〝 94 .
1 一--一一ナ 8 7 .0

9 7

増資 割 当

合 併

合併

減 資

で
∵

小

J

､

葡
､

→

軒

T

■､

如

早

く

叫

】

和

一
サ

ル

t

‥

l戸



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第 一

号 ( 9 8 )

増加額 小 計 6 6 .5

15 0 .0 - → 3 0 0 . 0 合併

2 5 .0 → 3 5 .0 増資

8 7 .0-- → 17 4 . 0 増資 割当

3 0
.
0 → 6 0

.0 増資 割 当

1 9 4 0 三 井 物 産

東 洋 棉 花

東 京 芝 浦 電 気

日 本 製 鋼 所

増加 額小 計 1 3 3
.
0

当剖

併

併

資

併

併

合

合

増

合

合

3 0 .0 - → 3 5 .3

6 3 .0 - ･ → 6 4 .2

1 7 4 .0-- → 2 8 2 .4

1 4 0 .0 → 1 4 5 .2

1 2 0 .0 - → 1 3 2 .0

1 9 4 1 東 洋 レ

_
-

ヨ ン

台 湾 製 糖

東 京 芝 浦 電 気

北 海 道 炭 俵 汽 船

鐘 淵 紡 績

増加 額小 計 1 3 乙2

出典 『株式会社年鑑』 よ り作成 ｡

資
本
で

ま

か

な
い

え

た
｡

直
系
会
社
が

三

井
銀

行
か

ら
の

借
入
を

舶

急

増
さ

せ

る

の

ほ

四

〇

年
に

入
っ

て

か

ら
で

あ

り
､

太

平
洋
戦
争

期
に

は
､

■

興
銀
等
の

特
殊
銀
行
や

､

他

財
閥
系
列
銀
行

か

ら
の

借

入
も

増
大
し
た
｡

ま
た

軍

需
会
社

で

は

日

中

戦
争
期
以

後
社
債
に

ょ

る

資
金
調

達
も

進
行
し

､

政

府
か

ら
の

前
受
金

､

仮

受
金
の

此

重
も

急

速
に

高
ま
る
｡

こ

の

よ

う

に
､

直
系
会

社
や

､

傍
系
会
社

は

日

中
戦

争
後

､

外

部
資
金
を

大
き

く

取
入
れ

る
一

方
で

投

資
や

融
資
の

拡
大
を

テ
コ

と

し

て
､

子
会

社

を

拡
大
し

､

持
株
会
社
と

し
て

成

熟
し
て

い

っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

財
閥
の

社
会
的
資
金
の

動
員
ほ

､

以

上
の

よ

う
に

､

必

ず
し

為

株
式
公

開
､

増

資
と

い

う

資
本
市
場
か

ら
の

資
金
調

達
に

よ
っ

.
て

で

ほ

な

く
､

そ

の

主

要
な

部
分
を

､

ま

ず
系
列
銀

行
か

ら
の

借
入

金
に

依
存
し

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

れ

ほ
､

当

該
期
の

資
金

供
給
が

､

専
ら

財
政

散
布
の

増
大
に

依
存
し

て

い

た

こ

と
に

よ

る
｡

こ

の

財

政

資
金
は

､

ま

ず
金

融
機
関
に

入

り
､

金

融
機
関
の

手

許
資
金

を

豊
富
に

し

た
｡

そ

れ

は

資
本
市
場
を

妓
介
す
る

こ

と

な

く
､

貸
付

の

形
態
で

企

業
に

投
入

さ

れ

た
｡

企

業
は

借
入

金
に

よ

っ

て
､

運

転
資
金
の

み

な

ら

ず
設

備
投
資
や

､

あ

る

い

ほ

有
価
証

券
投

資
を

も
ま

か

な
っ

た
｡

そ

し
て

こ

う
し

た

借
入
に

よ

る

資
金

調
達
の

限

界
を

､

補
完
し

た
の

が

株
式
の

売
却

で

あ
っ

た

と

考

え

ら

れ

よ

J

ト
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･
I阜

■1
▲
呵

一

片

R

-

.

抽



､

チ
十

j

■

鳴
､

抄

†

†

れ

止

､

′

.加

→

朴

`
慨

加

斗

r

l
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第 13 表王 子 製紙新 規借入 金 金融機 関別 表 ( 単位万 1 00 円)

計

そ

の

他

住
友

信
託

住
友

銀

行

三

菱
信
託

三

菱
銀
行

三

井
信
託

第
一

銀

行

三

井
銀

行

皮年

0

■
.5

ふ

ひ

0

ひ

0

0

ひ

1

0

′

b

5

1

′

b

8

1

0
ノ

0

1

3

5

-

ヽ
)

l

1

2

8

6 4 .6

10 4 .

■6､

12 4 .0

( 野村 証 券,
安 田

信託)

〇

.

J3

0

月8

0

▲刀1

0

カ1

0

0

0

刀

仇

3

1

2

0

0

0

0

2

3

3

3

9

9

1

1

3 .0 ( 東 京 海上 , 安 田

信託)

0

0

0

0

0

0

( 三 和銀 行)

( 三 和銀 行)

( 三 和 銀 行 ,
北 海

道 拓殖 銀 行
,

他)

7
.
0

0254030〇一〇
ノー

】

)ヽ2
-

)ヽ214391

0

0

0

0

0

0

0

〇

.

J

-
.

ヽ
)

5

1

2

0

0

0 3 4 .5 ( 同上)

′

b

O

O

O

O

O

O

(

U

O

O

O

O

O

17

0

0

0

0

(

U

O

O

2

5

5

0

0

0

0

0

∠
U

O

3

0

5

5

2

2

1

1

1

0

0

0

0

0

0

′
L

U

1 1 .0 3 .0 9 . 0 1 .
0

1

0

0

0

0

0

0

0

4

′

0

3

5

2

0

1

1

2

2 5 .6

47 .6 1 4 .5 3 .0 1 1 . 0 3
.
0

鰯

93 6

93 7

93 8

9 3 9

9 4 ｡

9 4 1

如

9 4 3

胤

l

l

l

l

l

l

l

l

l

1 9 4 4 4 8 .0 1 9 .5 0 1 1 .0 8 .0

出典 王 子製紙 『会 計報告書』 より 作成

註 空 掛 ま資料散逸 に よ る
｡

なお 下期 噸 料散逸 が 著し い た め , 変則的なカ
･

; ら上期 に よ っ た ｡ 数値 は期 中借

入高で あり , 期末残高 で与まな い ○

1

フ
〇

二

元

的
な
日

本
の

金

融
構
造

を

大
き

く

か

え
､

地

方

資
金

を
一

元

的
に

集
中
し

う
る

体

制
を

､

戦

時
下

に

形
成

し
た

も

の

は
､

国

債
の

増
発
で

あ
っ

た
｡

す
な

わ

ち
､

戦
時
経

済
の

進
展
の

中
で

貸
出

先
を

喪

失
し

た

地

方

銀

行
に

滞
留
し

た

資
金
は

､

地

方

銀

行
が

大
量
の

国
債
引

受
け
を

行
う
こ

と

を

通

じ
て

財
政

資
金

と

し
て

集
中
さ

れ

た
｡

こ

の

国

債
を

媒

介
と

し

た

地

方

資
金
の

集
中
と

､

政
府
に

よ

る

そ

の

散
布
が

主
た

る

資
金
の

集
中
と

供
給
の

パ

イ

プ

で

あ
っ

た

た

め

財
閥
も

ま
た

､

政

府
資
金

供
給
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

と
一

体

化
し

､

機
能
し

う
る

体

制
へ

と

再
編
さ

れ

る

こ

と
と
■
な
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

戦
時
下
の

金

融
構
造

ほ

戦
後
に

ひ

き
つ

が

れ
､

日

銀

借
用
の

膨
張
と

系
列
融

資
の

強
化

､

あ

る

い

は

大
企

業
の

高
い

銀

行
借
入

依
存
と
そ

れ

を

支
え

る

大
銀

行
の

日

銀
依
存
に

つ

な

が
っ

て

ゆ

く
｡

財

閥
本
社
に

よ

る

関
係
会

社
の

配
当
を

集
中
し
て

再

投
下

す
る

機
能
は

崩
れ

､

株
式
所
有
の

封
鎖
性
も
.

■
甜
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諾孟宗表芳志票畳表賢孟宗
他

詔 諾孟宗
他
言三デ 計

1

0

2

0
ノ

9

8

-7

4

3

1

0

0

0

4

7

4

1

2

7

3

3

0

3

4

】7

8

1

2

A
T

5

4

J
T

′

0

5

3

7

1

0

1

4

-

=
■

■

6 ･0

47 ･0

4 2 ･4

1 9 ･3

■
-

-

■

一
一

一

2 ･〇

一

6 ･〇

二

一

一

∽

l ･5

4 ･0

9 ･0

5 ･0

∽

一

一

一

一

一

3 ･ 0

3 ･0

∽

3 ･0

3 ･〇

一

+

■

一
一

5 ･0

3 ･8

3 ･5

2 ･ 0

2
･〇

一

l

l

ー

一
一

一

一

一

2 ･5

一

3 ･5

一

ヽ
)

01

5

2 ･｡

4 ･0

4 ･5

1
･5

2 ･5

3

一

一

一

一

一

5

4 ･5

6 ･7

2
･0

2 ･ ｡

"

∽

加

1 ･7

一

一

1 9 3 9 下 7
. 0 3 .3

1 9 4 0 上 9
.0 7 .0

下 1 8
.
2 8

.3

･1 9 41 上 1 8 .3 1 3 .1

下 1 0 .2 8 .2

1 9 4 2 上 6 .0 5 .5

下 6 .7 2 .0

1 9 4 3 上 5 . 0 1
､

.0

下 6 .0

臨 時 1 .4

‾19 4 4 上 1 2 1 .5

下 17 . 0

1 9 4 5 上 3 2 4 .5

.6

(

ぷ

7

4

7

1

0
ノ

l

鵬

一

11只
…

4

8

一

⊥

合 計 5 7 9 .
2 2 7 .6 1 5 .3 1 5 6 .0 3 6 . 3 1 5 .0 2 5 .3

て蒜詣
‾ 2 4

･
9 12 ･3 1 2 ･3 1 2 ･6 2 6 ･

4 1 2
.3 1 2 .3

出典 『東京 電気株式会社 85 年史』 p 1 8 5
,
1 鮎

註 シ ン ジ ケl ト の メ ン バーは三 井 ･ 碁
一

･
典 弘 三 菱, 住 あ 三 和 安 軋 第乱 東海 , 神戸 , 野村 の 1 1

銀 行 と
,

三 丸 三 菱 , 住 あ 安 臥 三 和の 五信託
シ ン ジ ケート銀行団の 貸付金内訳 は

･

′
4 2 上期 は

･
全銀行団均等 に貸付 ,

/
4 2 下期 以 後 は

,
三 井 , 第 一

,

興銀 , 三 菱 ･ 住 あ 安田 の 各銀行 と
,

三井 ･
三 菱膚託が

,
馴 引司額貸付けた

,

′
47 下 ほ

, 他行も若 干分担

打
破

さ

れ

た
｡

資
本
の

封
鎖
性
が

､

管
理

通

貨
制
下

00
一

.▲

の

イ

ン

フ

レ

政

策
の

中

に

あ
っ

て

ほ

連
合
的
な

蓄
積

方

法
で

は

あ

り

え

な

く

な
る

や
､

財
閥
は

国
家

と

戦

時
経
済
統

制
を
■

媒
介
と

し
て

､

ル

ー

ズ

で

あ
っ

て

も
､

+

り

財
政
金

融
政

策
と

一

体

化
七

う
る

結
合

形

態
へ

と

転
換
し
て

ゆ

く
こ

と

と

な

る
｡

(

1
)

こ

こ

で

ほ
､

三

井
合

名
が

設

立
(

一

九

〇

九

年
)

さ

れ
､

財
閥
が

コ

ン

ツ
ェ

ル

ン

形

態
を

採
用
し

た

後

の

こ

と

に

範
囲
を

限
定

す

る
｡

(

2
)

都
市
銀

行

と

ほ
､

三

井
､

三

菱
､

■.
住
友

､

凌
田

第
一

の

五

大

(

三

和
銀

行

成

立

後
は

六

大
)

銀

行

を

地

方
銀

行

と

ほ
､

そ
れ

以

外
の

銀

行
を

指
す

｡

こ

う

し

た

分

類
に

は

疑
義
も

だ

さ

れ

て

い

る

が

ー
た

と

え

ば

浅
井
良

夫

｢

戦
前

期
日

本
に

お

け
る

都
市
銀

行

と

地

方

金

融

1
安
田

銀

行

支

店

網

と
そ

の

系
列

銀

行
に

関

す

る

分

析

-
+

(

『

金

融

経

済
』

一

五

四

号
)

-
こ

こ

で

は
一

応

通

説
に

従

う
｡

ま
た

筆
者
は

日

本
の

金

融
構

造
の

重

層
的

､

分

断

的

特

質
ほ

一

九
三

〇

年
代

以

前
に

は

基
本

的

に

は

変

ら
な

か

っ

た
の

で

は

な
い

か

と

考
え

る
｡

確
か

に

第

一

次

大
戦
後
地

方

有
力

銀

行
七

地

方

弱

小

銀

行
の

系

列

化

が

進

展
し
た

こ

と

が

推
量
し

得
る

が

(

朝
倉
孝

青
題

『

滴

大

戦

周
に

お

け

る

金

廟

腐

造
』

.
参

周
)
､

J

ヤ
･ヤ

=

ナ
‖

鰊
小

叫

｢

佃

‥

獲

ち

唯

r
.

ド

鴻

て

l
河

畔

′

r
J

嶋
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､
.

ヰ
､

ト

‥

▲
≠

髄

†
■打

､

1

如

才

～

那

り

淋

-
可

斗

斗

叫

小

都
市

銀

行

と

地

方

銀

行
と
の

間
の

系
列
化
や

業
務
上

の

提
携
は

､

ご

く

限
ら

れ
た

規
模
に

と

ど

ま
っ

た
｡

日

本
の

場
合

､

ド

イ

ツ

の

ベ

ル

リ

ン

六

大

銀

行
が

地

方

銀

行
を

系
列
化

し

た
よ

う
に

､

あ

る

い

は

イ

ギ

リ

ス

の

望
g

･

ヨ
く
0

1
五

大

銀

行
が

全

国

的
に

支

店
網
壷

は

る

銀

行

独

占
と

し

て

成

立

し
た

よ

う
な

形

で

は
､

資
金

集

中

体

制
は

成

立

し

な

か

っ

た
｡

金

融
恐

慌
に

よ

る

都
市

銀
行
へ

の

預
金

集

中
も

､

量

的

な
も

の

に

と

ど

ま

り

構

造

的

な

変
化
と

は

考

え

ら

れ

な
い

｡

日

本

の

金

融
構
造
は

､

三

〇

年
代

以

降
､

地

方

銀
行

が
､

地

方

銀

行

合

同

政

策
の

急

進
展
の

中
で

､

資
金
コ

ス

ト

を

低
下

さ

せ
､

ま

た

預
貸
率

を

急

激
に

低
下
さ

せ

国
債

や

特

殊
銀

行

債
等
の

消

化

機
関
と

化

し
て

い

く

中
で

は

じ
め

て

大
き

く

変
る

と

考

え
る

｡

地

方

資
金
は

国

債
､

国

家
財
政

を

媒
介
と

し
て

ほ

じ

め

て
一

元

的
に

集
中
し

え

た

と
い

え

る

の

で

は

な
い

か
｡

(

3
)

三

井
銀

行

内

国

課
｢

三

井
関
係

会

社
の

取

引

状

況

調
+

(

日

本
経

営
史
研

究
所
『

三

井
銀

行

資
料
』

5

所

収
)

お

よ

び

高
橋
亀

吉

『

三

井
コ

ン

ツ

ェ

ル

ン

読
本
』

.
等

を

基
に

し
て

選

択
し

た
｡

直
系
会

社
と

し

て

ほ

三

井
物

産
､

三

井
銀

行
､

三

井
鉱
山
を

と

り

あ

げ

た
｡

三

井

僧
託

は
三

井
系
企
業
に

対

す

る

長
期
資
金

供
給
面
で

の

役
割
が

大

き

く
､

三

井
銀

行

と

な

ら
ん

で

別
に

一

項
を

設

け
る

ぺ

き

で

あ

る

が

資

料

面
で

今

回

は

果
せ

な
か

っ

た
｡

行

諭
中
で

可

能
な

限
り

触
れ

る
｡

傍
系
会

社
､

直
系
子

会

社

等
の

区

別
は

時
期
に

よ
っ

て

親
会

社
が

変

り
､

区

別

し

難
く

､

一

括
し
て

関

係

会

社
と

す
る

ぺ

き
か

も

知
れ

な

い

が
､

こ

こ

で

は

基

本

的
に

｢

三

井
関

係
会

社
の

取

引

状
況

調
+

に

準
拠
し

､

三

井
合
名
閑

系

会
社
に

分

類
さ

れ

て

い

る

場
合

ほ

傍
系
会

杜

(

芝
浦

製
作
所

､

王

子

製
紙

､

鐘

滑
紡

準

北

海
道

炭

硬
汽

船
､

電
気

化
学

､

小

野

田
セ

メ

ン

ト
)

直
系
会

社
の

場

合
は

直

系
子

会

社

(

ム

打

湾

製

糖
､

日

本

製
粉

､

東

洋

棉

花
､

三

池

窒

素
､

東

洋

高

圧
)

と

考
え

た
｡

な

お
､

日

本

製
鋼

所
は

､

最
大

株

主

は

傍
系
会
社

北

海

道

炭
横
汽

船
で

あ

り
､

直

系
子

会

社

ま
で

と
い

う

限

定
か

ら

す
れ

ば

対

象
か

ら
は

ず
れ

る

が
､

合

名

や

鉱
山
も

投
資
し

て

お

り
､

ま

た
三

井
財
閥

舟
で

の

位

置
の

重

要
性

か

ら

対

象
に

入
れ

た
｡

釜

石

鉱
山

や
､

輪

西

製
鉄
は

､

直

後
に

日

本

製

鉄
に

合

併
さ

れ

る

た

め
､

は

ず

し

た
｡

な

お

同

資
料
が

作
成
さ

れ

た

三

四

年
時
点
で

公

称

資
本

金
一

五

〇

〇

万
■
円

以

下
の

も

の

は
､

対

象
外

と

し

た
｡

(

4
)

春
日

畳

｢

三

井

合

名

会
社
の

成

立

過

程

-
財
閥

独
占

体

成

立

過

程
の

実
証

分
析
+

(

『

三

井
文

庫
論
叢
』

第
一

三

号
)

一

九

〇

頁

(

5
)

三

井
合

名

貸
借

対

席

表
に

よ

る
｡

政
一

刀

宏

『

三

井

財

閥
の

研

究
』

一

二

八

-
-
九

頁
参
照

｡

な
お

高
村
直
助

氏

は
一

九
一

〇

年

代

末
に

｢

本

社
の

銀
行

借
入
が

か

な

り
の

規

模
に

達
し
+

た

と

さ

れ
､

三

井
銀

行

株
の

一

部

公
開

､

傍
系
会

社
の

持
株

率
低

下

な

ど

を

あ

げ

｢

自
己

金

融
の

基

調
を

維
持
し
っ

つ

も

他

人

資
本

動

員
を

開

始
+

し

た

こ

と

を

緒
摘
さ

れ
､

′
こ

の

点

に

｢

よ

り

多
く
の

他
人

資
本

を

よ

り

少
な

い

自

己

資
本
に

よ

っ

て

支

配
す

る
+

コ

ン

ツ

ェ

ル

ン

形

態

が

実

質
的

意
義
を

持
ち

始
め
た

と

さ

れ

を
｡

.

確
か

に
一

六

年
の

下

期
一

期

だ

け
は

同

社
の

資
本

構
成

中

借

入

額
が

一

〇

%

強

に

な
っ

て

い

る

が
､

こ

こ

で

は

高

村

氏
の

論
の

当

呑
は

さ

て

お

き
､

後
述
す
る

三

〇

年

代
の

外

部

資
金
の

導
入

と

は

質
的

､

量
的

に

大

き

く

異
っ

て

い

る

こ

と

だ

け

を

確
認
し

て

お

く
｡

Oj,
一
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(

6
)

政
一

冗

前

掲
書
二

五

七

貢

(

7
)

金

融
研

究
会
｢

金

輸
出

再

禁
止

後
の

我

国

金

融

事
情
+

(

日

本

銀
行

調

査

局

窮

『

日

本

金

融

史
資
料
』

昭

和

扁
二

八

巷
､

五

七

頁
)

(

8
)

政
一

空
別

掲

書
二

四

五
､

二

四

八

-
二

五

二
月
よ

り

算
出

(

9
)

三

井
物
産

『

事

業
報

告

書
』

各
年
度

｢

当

期
中

新

規
及

追

加

出

資
･

資
金

融
通

額
明

細
+

よ

り

算
出

､

そ
の

際

法
的

.
に

ほ

日

本

法

人

で

あ
っ

て

も

本

社
所

在
地

や

主

要
な

事
業
地

が

日

本

本

土

以

外
の

も

の

ほ

在
外

会
社
と

し

て

計
算
し
た

｡

(

1 0
)

同

前

(

1 1
)

三

井
銀
行

｢

大
口

債
権

調
+

お

よ

r g

二
二

井

物

産

『

事

業

報

告

書
』

各

年
度

｢

金

融
及

為
替
+

よ

り

算
出

(

1 2
)

栂

井
義
雄

『

三

井
財
閥

史

大

正
､

昭

和
編
』

教
育

社
一

七

六

-
一

七

七

頁

(

1 3
)

松
元

宏

｢

財
閥

資
本

の

資
本

蓄

積

(

東

京

大

学
社
会

科
学

研

究

所
窮

『

昭

和

恐

慌
』

)

六

五

頁

(

1 4
)

山

住

克
己

『

資
金

調

整

と

経

理

統

制
』

(

戦
時

経

済

国

寛
大

系
､

第
二

巻
)

六

七

頁

(

1 5
)

浅

井
良

夫
一｢
一

九

二

〇

年
代
に

お

け
る

三

井
銀

行

と

三

井

財

閥
+

(

『

三

井
文

庫

論
叢
』

第

二
号
)

第
一

表

(

二

五

八

頁
)

参
照

(

1 6
)

同
二

五

七

頁

(

1 7
)

以

上

は

各
行

貸
借
対

照

表
お

よ

び

『

大

蔵
省

銀

行

局

年
報
』

よ

.
り

算
出
し

た
｡

(

1 8
)

寺
西

重

郎

｢

一

九

〇
二

-
一

九
四

五

年
に

お

け
る

銀

行

産

業
観

ウ
〟

織
の

変

動

と

銀

行

政

策
+

(

一

橋
大

学

経
済

研

究

所
､

デ
ィ

ス

カ

ッ

畑

シ

日

ン

･

ベ

ー

パ

ー

シ

リ

ー

ズ

恥

二

こ

第
一

図

参

照
｡

(

1 9
)

大

蔵
省
昭

和
財
政

史
編

集

室
窮

『

臨
時

軍
事

費
Ⅳ
』

二

五

七

頁

(

2 0
)

三

井
銀

行

経
理

課

『

業

務

報
告
』

各
期

｢

預
貸
金

ノ

消

長
+

参

照

(

2 1
)

･
山

崎

広
明

｢

戦

時
下

の

産
業
構
造

と

独

占

組

織
+

(

東

京

大

学

社

会

科

学
研

究

所
■

『

戦

時
日

本

経

済
』
)

二

三

二

頁

(

2 2
)

山

住

克
己

『

資
金

調

整

と

経
理

統

制
』

(

戦
時

経
済

国

策

大

系

第
二

巻
)

一

〇

五

-
一

〇

六

頁

(

2 3
)

一

九

三

八

年
三

月

｢

軍
ノ

需
要
充

足
ノ

為
ノ

会

社

法
ノ

特

例
二

関
ス

ル

件
+

に

よ

る
｡

(

2 4
)

杉
山

和
雌

｢

昭

和
前

期
の

三

井
銀

行

-
三

井
系
企

業
の

頚
借

金

取
引

よ

り

み

た
る

-
+

(

逆
井
孝
仁

他

編

『

日

本

資

本

主

義
､

展

開

と

論
理
』
)

二
一

一

頁

(

2 5
)

以

上

ほ

王

子

製
紙
会

計
課

『

会

計

報

告
』

各

期
に

よ

る
｡

な

お
､

本

稿
は

紙
幅
の

関

係
も

あ

り

全

体
の

動
向

を

示

す
こ

と

を

目

的

と

し

た
｡

よ

り

詳
細

な

分

析
は

今

後
の

課

題
と

し

た
い

｡

(

一

橋
大

学
大

学
院
博
士

課

程
)

〟

ヤ
寸

㌧

顔
中

せ

ト

岬

曳

ろ

≠

卜

鳩

_
伸

也

メ

ト
･

■

■抑




